
安心・便利な

口座振替を

ご利用ください。

●
国
保
税
・
介
護
保
険
料
・

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
　
　
　
　
　
　
　

…
第
９
期

3月の納税3月の納税

P. 2　【特集】黒潮町で農業をしよう

P. 4　まちのできごと

P. 6　健康カレンダー

P. 8　くろしお子どもニュース

P.13　役場からのお知らせ

P.17　IWKTV番組予定表

P.18　まちの掲示板

P.20　くろしおスポーツ！

P.22　イベントカレンダー

P.24　くろしおっ子を紹介します！

主な内容

昨年9月から、新規就農研修生2人が黒潮町農業公社の研修用ハウスでキュウリを栽培しています。黒潮町で
は、農業の担い手育成のため、農業公社や農家での研修を支援する事業を行っています。（特集記事2～3ページ）

わがまちデータわがまちデータ
●人　口　12,381人（前月比22人減）

●世帯数　5,703世帯

●15歳未満の年少人口　1,112人（比率8.98％）

●65歳以上の老齢人口　4,686人（比率37.85％）

●人口のうごき

　増加 20人　出生4人　　　転入16人　　 職権1人

　減少 42人　死亡22人　    転出17人　　職権3人

2014（平成26）年1月31日現在

※７月９日の法改正により、７月から外国人住民を含む人口となっています。

2014（平成26）年1月31日現在

【女4人】【男11人  女11人】 【男13人  女4人】 【女3人】

地域づくりの拠点
「集落活動センター北郷」ができました
地域づくりの拠点
「集落活動センター北郷」ができました
地域づくりの拠点
「集落活動センター北郷」ができました

1

2 「役場への提案」を募集します。

皆さんの声をお寄せください。（13ページ）

なな たて くり

〒789－1992 高知県幡多郡黒潮町入野2019番地1
TEL 0880－43－2111（代表）　FAX 0880－43－2788
ホームページ　http：//www.town.kuroshio.lg.jp/　 　somu@town.kuroshio.lg.jp

〒789－1992 高知県幡多郡黒潮町入野2019番地1
TEL 0880－43－2111（代表）　FAX 0880－43－2788
ホームページ　http：//www.town.kuroshio.lg.jp/　 　somu@town.kuroshio.lg.jp

〈2014（平成26）年3月1日発行  印刷／（有）宿毛印刷〉〈2014（平成26）年3月1日発行  印刷／（有）宿毛印刷〉

発行／黒潮町役場

みんなで「ねんりんピック」を盛り上げよう！みんなで「ねんりんピック」を盛り上げよう！みんなで「ねんりんピック」を盛り上げよう！

【男3人  女1人】 【男9人  女7人】

【男5,866人  女6,515人】

【男589人  女523人】

【男1,907人  女2,779人】

広報
2014年／平成26年

－No.96－
3月号3月号
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高
齢
化
が
進
む
農
家

　
黒
潮
町
で
は
、
施
設
園
芸
を
中
心
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
合
っ
た
品
目
が
生

産
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
、
キ
ュ

ウ
リ
は
、
ミ
ョ
ウ
ガ
や
オ
ク
ラ
と
並
ん

で
、
黒
潮
町
の
基
幹
品
目
の
一
つ
で
す
。

 
し
か
し
、
近
年
、
農
家
の
高
齢
化
に

伴
う
離
農
が
進
ん
で
い
ま
す
。
２
０
１

０
年
の
農
林
業
セ
ン
サ
ス
を
見
る
と
、

農
業
就
業
人
口（
販
売
農
家
）は
８
７
４

人
で
、
５
年
間
で

２１
％
減
少
。
ま
た
、

同
年
の
高
知
は
た
農
協
の
調
査
で
は
、

施
設
園
芸
農
家
の
過
半
数
が

６０
歳
代
以

上
。
こ
の
ま
ま
の
状
態
が
続
け
ば
、
ま

す
ま
す
高
齢
化
が
進
み
、農
業
の
販
売

額
や
出
荷
量
な
ど
が
マ
イ
ナ
ス
と
な
る

厳
し
い
状
況
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　　
農
家
の
後
継
者
不
足
を
解
消
す
る
一

つ
の
手
段
と
し
て
、
新
規
就
農
者
の
確

保
が
あ
り
ま
す
。

　
黒
潮
町
は
、
高
知
は
た
農
協
と
協
力

し
、
平
成

２５
年
４
月
、
一
般
社
団
法
人

黒
潮
町
農
業
公
社
を
設
立
。
同
年
９
月

よ
り
、
研
修
生
２
人
を
受
け
入
れ
、
研

修
用
ハ
ウ
ス
で
促
成
キ
ュ
ウ
リ
の
栽
培

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
研
修
期
間
は
２
年
間
。
研
修
生
は
、

１５
ａ
の
ハ
ウ
ス
を
任
さ
れ
、
実
際
に
キ

ュ
ウ
リ
を
栽
培
す
る
こ
と
で
、
農
業
経

営
と
農
業
技
術
の
両
方
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。
研
修
終
了
後
は
独
立
、
ま

た
は
引
き
続
き
実
践
研
修
を
受
け
ら
れ

る
し
く
み
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
町
内
農
家
で
研
修
す
る
事
業

も
あ
り
ま
す
。
研
修
期
間
は
１
〜
２
年

間
。
研
修
生
が
希
望
す
る
品
目
を
栽
培

し
て
い
る
農
家
に
対
し
て
、
研
修
手
当

を
支
給
し
ま
す
。

　
事
業
が
始
ま
っ
た
平
成

２２
年
度
以
降
、

研
修
を
修
了
し
た
５
人
が
自
立
農
家
と

し
て
、
花
、
ア
ス
パ
ラ
、
イ
チ
ゴ
、
た

ば
こ
、
キ
ュ
ウ
リ
、
ニ
ラ
な
ど
を
生
産

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
現
在
は
３
人
の

研
修
生（
１
年
目
２
人
、
２
年
目
１
人
）

が
、
栽
培
技
術
を
学
ん
で
い
ま
す
。 浮鞭にある研修用ハウス。15aのハウスが2棟

あり、2人の研修生がそれぞれ担当しています。

新
規
就
農
者
を
育
て
る
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【特集】黒潮町で農業をしよう

農
業
を
始
め
た
き
っ
か
け

　
平
成

２５
年
度
の
研
修
生
４
人（
公
社

２
人
、
農
家
２
人
）に
お
話
を
う
か
が

っ
た
と
こ
ろ
、
き
っ
か
け
は
さ
ま
ざ
ま
。

で
も
、
収
穫
の
喜
び
と
自
立
農
家
へ
の

熱
意
は
、
全
員
に
共
通
す
る
想
い
で
す
。

■
中
村
弘
之
さ
ん（
農
業
公
社
研
修
生
）

　
四
万
十
市
出
身

の
中
村
さ
ん
。
病

院
事
務
と
し
て
８

年
間
勤
務
し
た
後
、

農
業
を
や
っ
て
み

た
く
な
り
退
職
。

そ
の
後
、
黒
潮
町
内
で
た
ば
こ
農
園
な

ど
を
手
伝
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
農
業
公

社
の
ハ
ウ
ス
建
築
に
携
わ
り
、
研
修
事

業
を
知
り
申
し
込
ん
だ
そ
う
で
す
。
実

際
に
農
業
を
し
て
み
る
と
、
キ
ュ
ウ
リ

は
病
気
に
な
り
、
量
も
獲
れ
な
い
。「
農

業
は
大
変
。
他
の
人
は
ど
う
や
っ
て
や

り
よ
う
が
や
ろ
う
」と
悩
み
な
が
ら
も
、

農
業
公
社
の
篠
田
さ
ん
の
指
導
の
も
と

日
々
作
業
に
励
ん
で
い
ま
す
。
研
修
後

は
、
町
内
の
親
戚
の
ハ
ウ
ス
で
キ
ュ
ウ

リ
を
栽
培
す
る
予
定
。

　「
少
し
ず
つ
で
も
収
量
を
増
や
し
て
、

お
金
を
稼
げ
る
よ
う
に
し
た
い
。」

■
池
添
　
純
さ
ん（
農
業
公
社
研
修
生
）

　
生
ま
れ
も
育
ち

も
黒
潮
町
の
池
添

さ
ん
。
大
工
と
し

て
働
い
て
い
ま
し

た
が
、左
親
指
を

け
が
し
て
仕
事
が

で
き
な
く
な
り
、
農
業
公
社
の
篠
田
さ

ん
の
紹
介
で
、
研
修
生
と
な
り
ま
し
た
。

ご
実
家
も
農
家（
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
、
米
）で
、

実
際
に
農
業
を
始
め
て
み
て
も
予
想
以

上
の
大
変
さ
で
は
な
い
と
の
こ
と
。

　
「
今
は
ま
だ
ま
ぐ
れ
み
た
い
な
も
の

だ
が
、
収
穫
の
時
、
形
が
よ
か
っ
た
ら

う
れ
し
い
。
自
分
で
管
理
で
き
る
よ
う

に
、
農
作
業
の
手
が
追
い
つ
く
よ
う
に

な
り
た
い
。」

■
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ギ
ル
リ
ー
さ
ん

（
農
家
研
修
生
）

　
ア
メ
リ
カ
出
身

の
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド

さ
ん
。

１０
年
前
に

日
本
に
留
学
し
、

愛
媛
県
で
７
年
間

Ａ
Ｌ
Ｔ
を
し
て
い
ま
し
た
。
農
業
に
興

味
を
持
っ
た
の
は
中
学
生
の
こ
ろ
。
学

校
で
畑
や
鶏
の
世
話
を
し
て
い
た
そ
う

で
す
。
サ
ー
フ
ィ
ン
で
た
び
た
び
来
て

い
た
縁
で
黒
潮
町
の
研
修
生
に
。

　
「
元
気
な
野
菜
を
育
て
る
に
は
、
肥

料
や
消
毒
な
ど
考
え
る
こ
と
が
多
い
が
、

い
い
感
じ
で
や
っ
て
い
る
。
早
く
自
分

の
ハ
ウ
ス
を
持
っ
て
独
立
し
た
い
。」
 

■
天
野
　
隆
さ
ん（
農
家
研
修
生
）

　
神
奈
川
県
出
身

の
天
野
さ
ん
。
Ｉ

Ｔ
関
係
の
仕
事
を

し
て
い
ま
し
た
が
、

「
自
分
で
作
っ
た

も
の
の
結
果
が
見

え
る
こ
と
を
や
り
た
い
」
と
農
業
に
転

換
。
愛
媛
県
で
ミ
カ
ン
の
自
営
農
家
を

し
て
い
ま
し
た
が
収
入
が
安
定
せ
ず
一

時
は
あ
き
ら
め
か
け
た
そ
う
。
で
も
や

っ
ぱ
り
百
姓
が
し
た
い
と
、
四
万
十
町

の
ア
グ
リ
体
験
塾
で

１０
カ
月
農
業
の
基

礎
を
学
び
、
キ
ュ
ウ
リ
を
作
る
た
め
黒

潮
町
に
来
ま
し
た
。

　
「
作
中
は
休
み
な
し
で
忙
し
い
が
、

や
っ
た
分
だ
け
お
金
に
な
る
。
一
日
も

早
く
ま
と
も
な
キ
ュ
ウ
リ
農
家
に
な
っ

て
、
師
匠（
受
入
農
家
の
森
岡
さ
ん
）に

報
告
し
た
い
。」

　
お
嫁
さ
ん
も
募
集
中
だ
そ
う
で
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

農
業
振
興
課 
農
業
振
興
係

　
　
蕁
４
３
―
１
８
８
８（
直
通
）

じ
ゅ
ん

新規就農研修生を支える人々
■ 一般社団法人　黒潮町農業公社

 　営農指導員　篠田真也さん

高知はた農協から
出向している篠田
さん。毎日研修用
ハウスに行き、研修
生に促成キュウリ
の栽培技術を指導
しています。

■ 研修受入農家  森岡隆基さん

40年近くキュウリ一筋の森岡さん。「天野くんのために厳しく指導
している。地域に溶け込んで、地域に信頼される農家になってほしい。」

■ 研修受入農家  宮川　孝さん

ハウスでキュウリ、オクラ、新ショウガを作ってい
る宮川さん。「デイブは大きな夢を持っている。
言われたことだけでなく、自分からすすんでで
きることをやって、積極的に学んでほしい。」

ひ
ろ

ゆ
き

た
か
し
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まちのできごとまちのできごとまちのできごと

　
黒
潮
町
で
は
、
町
の
水
産
業
に
大
き

く
貢
献
し
た
と
し
て
、
第
８３
佐
賀
明
神

丸
と
第
２８
福
吉
丸
へ
優
秀
船
表
彰
を
授

与
し
ま
し
た
。（
福
吉
丸
は
２
年
連
続
。）

▼
第
８３
佐
賀
明
神
丸（
佐
賀
）

　
「
近
海
カ
ツ

オ
一
本
釣
り
中

型
船
の
部
」で
、

全
国
５６
隻
あ
る

２０
ト
ン
以
上
の

船
の
中
で
唯
一

漁
獲
量
２
０
０

０
ト
ン
超
え
を

記
録
し
日
本
一

に
。
水
揚
金
額
も
１４
年
ぶ
り
に
６
億
円

を
超
え
、歴
代
２
位
に
つ
け
ま
し
た
。

▼
第
２８
福
吉
丸（
上
川
口
）

　
同
「
小
型
船

の
部（
１９
ト
ン
）」

で
、
黒
潮
町
船

隻
の
中
で
２
年

連
続
の
１
位
。

水
揚
金
額
も
去

年
よ
り
２
４
０

０
万
円
多
い
３

億
４
０
０
０
万

円
を
記
録
し
ま
し
た
。　

（
水
産
振
興
係
）

�　
「
冬
来
た
り
な
ば
春
遠
か
ら
じ
」。希

望
の
季
節
を
迎
え
、
町
の
基
幹
産
業
の

中
核
を
な
す
カ
ツ
オ
一
本
釣
り
船
団
が
、

家
族
や
町
民
の
熱
い
期
待
を
乗
せ
て
佐

賀
漁
港
を
出
港
し
ま
し
た
。

　
長
引
く
漁
価
の
低
迷
や
燃
油
の
高
騰

な
ど
、
国
内
外
で
厳
し
い
状
態
が
続
い

て
い
ま
す
が
、
各
船
は
、
航
海
の
安
全

と
大
漁
を
祈
願
し
、
港
内
で
蓄
養
し
て

い
る
活
餌
を
積
み
込
み
、
カ
ツ
オ
の
群

れ
を
追
い
か

け
て
日
本
近

海
の
漁
場
へ

向
か
い
ま
し

た
。

（
水
産
振
興
係
）

カ
ツ
オ
年
間
水
揚
げ
額
１
位
！

「
佐
賀
明
神
丸
」「
福
吉
丸
」表
彰

今
年
も
大
漁
！
カ
ツ
オ
船
団
出
港

　
１
月
２５
日
、
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
北

郷
で
「
女
性
限
定
ト
ラ
ク
タ
ー
運
転
教

室
」
が
行
わ
れ
、
北
郷
地
区
内
外
か
ら

２３
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
ま
ず
、
幡
多

農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
集
落
営

農
に
つ
い
て
説
明
。
そ
の
後
、
四
国
ク

ボ
タ
大
方
営
業
所
の
方
に
操
作
方
法
を

教
わ
り
な
が
ら
、
田
ん
ぼ
で
ト
ラ
ク
タ

ー
や
管
理
機
を
操
作
し
ま
し
た
。

　
最
初
は
こ
わ
ご
わ
ト
ラ
ク
タ
ー
に
乗

っ
て
い
た
参
加
者
も
、
操
作
に
慣
れ
る

と
「
も
っ
と
乗
っ
て
み
た
い
」
と
意
欲

を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
こ
の
日
は
、
教
室
に
参
加
す
る

女
性
に
代
わ
り
、
地
区
の
男
性
ら
が
昼

食
を
用
意
。
か
き
揚
げ
う
ど
ん
や
お
に

ぎ
り
で
参
加
者
を
も
て
な
し
ま
し
た
。

 　
地
元
特
産
の
若
山
楮
を
使
っ
た
卒
業

証
書
作
り
が
、
佐
賀
・
伊
与
喜
・
拳
ノ

川
の
３
つ
の
小
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
１
月
３０
日
に
は
、
拳
ノ
川
小
学
校
の

６
年
生
４
人
と
５
年
生
５
人
が
挑
戦
。

佐
賀
北
部
地
域
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
で

紙
漉
き
職
人
の
中
嶋
久
実
子
さ
ん
の
指

導
の
も
と
、
児
童
ら
は
１
枚
１
枚
丁
寧

に
和
紙
を
漉
い
て
い
ま
し
た
。

　
６
年
生
は
「
卒
業
証
書
と
し
て
一
生

残
る
け
ん
上
手
に
漉
き
た
か
っ
た
け
ど

難
し
か
っ
た
」「
で
き
あ
が
る
の
が
楽

し
み
」な
ど
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
各
校
の
校
章
の
透
か
し
が
入
っ
た
、

手
漉
き
和
紙
の
卒
業
証
書
は
、
今
後
、

内
容
を
印
刷
し
、
３
月
の
卒
業
式
で
授

与
さ
れ
ま
す
。

女
性
限
定
ト
ラ
ク
タ
ー
教
室
ｉｎ
北
郷

若
山
楮
で
卒
業
証
書
づ
く
り

漁労長・明神学武さん（中央）と代表
取締役・明神正一さん（左）。

2月上旬、家族や関係者に見送られ、勇ましく出港する
カツオ一本釣り船。

トラクターで田んぼを一往復。参加者全員に初
心者コースの修了証書が渡されました。

6年生から順に紙漉きに挑戦。しわにならないよ
うに、型枠をにぎる手に力が入ります。

船主・坂本年史さん（中央）と機関長・
山岡憲さん（左）。

か
つ

じ
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「
元
気
い
き
い
き
町
民
の
集
い
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
！

まちのできごとまちのできごとまちのできごと

　
２
月
１
日
、保
健
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー

こ
ぶ
し
に
て
「
第
１７
回
元
気
い
き
い
き

町
民
の
集
い
」
が
開
催
さ
れ
、約
７０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
黒
潮
町
で
は
、
在
宅
で
自
立
し
て
生

活
し
て
い
る
９０
歳
に
な
ら
れ
た
方
に「
い

き
い
き
長
寿
賞
」
を
お
贈
り
し
て
い
ま

す（
佐
賀
地
域
）。
今
年
度
の
対
象
者
は

１２
人
。
う
ち
４
人
が
授
賞
式
に
参
加
し
、

町
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
の
授
与
が

あ
り
ま
し
た
。
受
賞
者
の
元
気
な
姿
は
、

町
民
の
目
指
す
目
標
と
な
り
ま
し
た
。

受
賞
者
を
代
表
し
て
、
今
西
鶴
夫
さ
ん

（
拳
ノ
川
）が
謝
辞
を
述
べ
、「
こ
れ
か
ら

も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
語

り
ま
し
た
。
受
賞
者
の
皆
さ
ん
、
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
講
演
会
で
は
、
講
師
に
落

語
家
の
桂
福
車
さ
ん
を
お
招
き
し
、「
幾

つ
に
な
っ
て
も
若
々
し
い
心
で
」
と
い

う
演
題
で
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

歳
を
と
っ
て
も
「
好
奇
心
」
や
「
欲
」
を

持
つ
こ
と
で
生
き
が
い
と
な
り
、
長
生

き
に
つ
な
が
る
こ
と
な
ど
、
笑
い
を
ま

じ
え
な
が
ら
楽
し
く
お
話
し
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
多
く
か
ら
「
受
賞
者
の
よ

う
に
長
生
き
し
た
い
」「
講
演
は
楽
し

い
話
で
良
か
っ
た
」
と
感
想
が
あ
り
ま

し
た
。
　
　
　
　
　
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

　シアヤ（Siaya）は、ケニアの西側、ビクトリア湖やウガンダとの国
境に近い場所にあります。大都会の首都ナイロビとうってかわって、と
てものどかで穏やかな時間が流れています。しかし一方で、赤ちゃん
や子ども、妊産婦の死亡率が高い、HIV／AIDSの患者数が多い、など
の現状があります。また、ケニアの中では暑い方で、マラリア（蚊が媒
体する感染症）の流行地域でもあります。
　私の職場は、シアヤ県の保健所のような場所で、医師や保健師、地
域開発オフィサー、栄養士などが保健マネジメントチームを作って、
県全体の健康状態の改善のために頑張っています。私の仕事はこのチ
ームのお手伝いです。
　次回からは具体的な活動内容をお伝えします☆

私の職場です♪

ケニア通信ケニア通信ケニア通信 ～ 青年海外協力隊 in Kenya ～
レポート：浜岡由衣（黒潮町佐賀出身）No.2

か
つ
ら
ふ
く
し
ゃ

い
く

●任地シアヤでの活動

ディスペンサリーと呼ばれる診療所の
ような場所☆

●ケニアでは「握手」が大切
　ケニアでは、あいさつがとても重要で、道ばたですれ違った見
知らぬ人からもしょっちゅうあいさつされます。そのあいさつで
大切なのが“握手をする”こと。知らない人とでも、とにかく握
手をしまくります。最初は、感染症大丈夫？とか心配していまし
たが、今は慣れて、握手をすることを楽しんでいます♪

※JICAでは、青年海外協力隊員を募集します！詳しくは19ページをご覧ください。
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献血バスがやってきます！下の日程で献血バスがやってきます。
気軽にできるボランティアとして、献血にぜひご協力ください。

健
康
カ
レ
ン
ダ
ー

3
月
中
旬
か
ら
4
月
中
旬
ま
で
の
健
康
に
関
す
る
行
事
予
定
で
す
。

変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
担
当
係
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

大方地域
注）表中の※印は、受付時間となります。

3月 場　　　所 時　　　間内　　　容

17日（月） 伊田浦老人憩の家 9：30～12：00伊田ふれあいサロン

18日（火） 上田の口集会所 9：30～12：00上田の口ふれあいサロン

19日（水） 保健福祉センター ※13：00～13：30乳 児 健 診

20日（木）
出口集会所 10：00～12：00出口ふれあいサロン

大方橘川集会所 9：30～10：30大 方 橘 川 健 康 相 談

28日（金） 有井川集会所 9：30～12：00有井川ふれあいサロン

4月 場　　　所 時　　　間内　　　容

3日（木） 芝集会所 10：00～12：00芝 ふ れ あ い サ ロ ン

7日（月） 奥湊川老人憩の家 10：00～12：00奥 湊 川 健 康 相 談

4日（金） 新町集会所 10：00～12：00新町ふれあいサロン

11日（金） 入野本村集会所 10：00～12：00入野本村ふれあいサロン

15日（火） 錦野集会所 10：00～12：00錦野ふれあいサロン

佐賀地域

3月 場　　　所 時　　　間内　　　容

鈴漁民センター 10：00～13：00鈴 ふ れ あ い サ ロ ン17日（月）

佐賀保育所 9：30～11：00佐　賀　愛　育　相　談24日（月）

4月 場　　　所 時　　　間内　　　容

上分集会所 9：30～11：00上分ふれあいサロン10日（木）

○お問い合わせ　本庁 健康福祉課 保健衛生係　　　　蕁43－2836（直通）
　　　　　　　　佐賀支所 地域住民課 保健センター　蕁55－7373（直通）

日　に　ち 時　　間 場　　所

3月5日（水） 12：00～16：30

3月6日（木）
09：30～12：30

14：15～16：00

3月7日（金） 09：30～13：00

○お問い合わせ　黒潮町役場 佐賀支所 地域住民課 保健センター　蕁55－7373（直通）
　　　　　　　　高知県赤十字血液センター　　　　　　　　　　蕁088－833－6666

献血キャラクター ちゃん

サンシャインポピー駐車場

総合センター（佐賀支所前）

JA高知はた佐賀支所前

保健福祉センター（本庁前）

400裨献血にご協力を！
　医療現場では、400裨献血の血液を必要としています。一人ひとりの血液は、たとえ血液型が同じ
でも微妙に違っているため、一人の患者に複数の献血者からの血液を輸血すると、その献血者が多い
ほど副作用（発熱や発疹など）発生の可能性が高くなります。400裨献血は、200裨献血に比べて献血
量が多いことから、少ない献血者からの輸血を可能にし、患者の安全性を向上させます。
　そういう理由から、現在、献血バスでは400裨献血のみを行っています。
　皆さんのご理解とご協力をお願いします。
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健

知

袋

康

恵

　
黒
潮
町
で
は
「
が
ん
」
の
早
期
発
見
・

早
期
治
療
を
目
的
に
、
各
種
が
ん
検
診

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
が
ん
検
診
を
定
期
的
に
受
診
し
、
自

分
の
健
康
状
態
を
把
握
し
て
お
く
こ
と

が
、
が
ん
予
防
の
第
一
歩
で
す
。

　
ま
た
、
早
期
に
が
ん
を
発
見
す
る
こ

と
で
治
癒
率
も
高
く
な
り
ま
す
。

　
自
分
の
た
め
に
、
大
切
な
家
族
の
た

め
に
「
が
ん
検
診
」
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

◆
黒
潮
町
で
実
施
し
て
い
る

各
種
が
ん
検
診

　
黒
潮
町
で
は
、
肺
が
ん
検
診
、
胃
が

ん
検
診
、
子
宮
が
ん
検
診
、
乳
が
ん
検

診（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
）、
大
腸
が
ん

検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
実
施
日
時
に
つ
い
て
は
、
区
長
便
で

全
戸
配
布
し
た
「
保
健
事
業
計
画
」
や
、

広
報
の
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
実
施
日
が
近
づ
い
た
地
区
に

は
、
告
知
放
送
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

◆
黒
潮
町
の
各
種
が
ん
検
診

受
診
率
の
推
移

　
肺
が
ん
検
診
、
胃
が
ん
検
診
は
減
少

傾
向
、
大
腸
が
ん
検
診
は
横
ば
い
、
子

宮
が
ん
検
診
、
乳
が
ん
検
診
は
増
加
傾

向
で
す
。
黒
潮
町
で
は
、
男
性
よ
り
女

性
の
方
が
健
康
意
識
が
高
い
よ
う
で
す
。

　
一
方
で
、

４０
歳
、

５０
歳
代
の
受
診
が

少
な
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。「
忙
し
い
」、

「
自
分
は
健
康
だ
と
思
っ
て
い
る
」
な

ど
の
理
由
で
検
診
を
受
け
な
い
方
が
多

い
よ
う
で
す
。

　
２
月
に
は
、
班
回
覧
を
通
じ
て
平
成

２６
年
度
が
ん
検
診
の
受
診
希
望
者
を
募

り
ま
し
た
。

　
申
し
込
み
を
し
て
い
な
い
方
は
、
電

話
に
よ
る
申
し
込
み
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
の
で
、
保
健
衛
生
係
ま
た
は
保
健

セ
ン
タ
ー
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
申
し
込
み
を
し
た
方
に
は
、
検
診
日

の
約
２
週
間
前
に
受
診
票
を
送
付
し
ま

す
。

　
「
慢
心
よ
り
検
診
」
。
自
分
の
健
康

維
持
や
大
切
な
家
族
の
た
め
に
も
、
家

族
や
親
せ
き
、
友
人
、
知
人
、
み
ん
な

で
声
を
か
け
あ
っ
て
検
診
を
受
け
ま
し

ょ
う
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

健
康
福
祉
課 

保
健
衛
生
係

　
　
蕁
４
３
―
２
８
３
６（
直
通
）

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
蕁
５
５
―
７
３
７
３（
直
通
）

必
ず
受
け
よ
う「
が
ん
検
診
」！

〜
自
分
の
た
め
に

　
　
大
切
な
家
族
の
た
め
に
〜

主な死因別死亡数の割合（平成24年　全国）

黒潮町で実施している各種がん検診

がん
（悪性新生物）
28.7%

心疾患
15.8%

肺炎
9.9%脳血管疾患

9.7%

種　類

老衰 4.8%

不慮の事故
3.3%

自殺 2.1%

その他
25.8%

料　金対　　象　　者

肺がん検診
100円40～64歳
無　料65歳以上

胃がん検診 900円40歳以上

子宮がん検診 600円
20歳以上で

平成27年3月31日において
満年齢が偶数歳の方

乳がん検診 600円
40歳以上で

平成27年3月31日において
満年齢が偶数歳の方

大腸がん検診 500円40歳以上

黒潮町の各種がん検診受診率の推移

けん　しん太郎くん

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度
53．6％ 49．9％ 48．8％ 45．8％肺がん検診
11．3％ 10．6％ 09．7％ 09．7％胃がん検診

16．8％ 16．7％ 17．7％ 17．5％大腸がん検診

17．6％ 17．2％ 16．5％ 16．9％

子宮がん
検診

クーポン券
（20・25・30・
35・40歳対象）

20．4％ 27．1％ 24．2％ 29．5％

上記以外の方

24．7％ 23．3％ 25．7％ 25．4％

乳がん
検診

クーポン券
（40・45・50・
55・60歳対象）

39．2％ 38．3％ 35．4％ 36．1％

上記以外の方

検診を
受けましょう
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太
巻
き
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
５
・
６
年
生

２７
人
で
、
地
産
地
消
を
進
め
る

黒
潮
町
農
業
委
員
会
の
皆
さ
ん
が
指
導
を
し
て

く
だ
さ
り
巨
大
な
太
巻
き
を
作
り
ま
し
た
。

　
体
育
館
に
長
机
を
何
個
も
そ
ろ
え
、
そ
の
上

に
ま
き
す
を
す
き
間
な
く
広
げ
、
の
り
を
し
い

て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
上
に
６
年
生

が
準
備
し
て
く
れ
た
酢
飯
を
し
き
つ
め
、
野
菜

や
卵
な
ど
７
種
類
の
具
を
均
等
に
の
せ
て
い
き

ま
し
た
。
お
酢
や
具
材
か
ら
と
て
も
い
い
に
お

い
が
し
て
き
ま
し
た
。

　
い
よ
い
よ
最
終
段
階
。「
い
っ
せ
ー
の
せ
ー
」

の
合
図
で
、
み
ん
な
が
一
斉
に
同
じ
ス
ピ
ー
ド

で
ま
き
す
を
巻
い
て

い
き
ま
し
た
。
力
の

入
れ
方
が
難
し
か
っ

た
け
ど
、
５
分
く
ら

い
で
巻
き
終
わ
る
と

自
然
に
拍
手
が
わ
き

起
こ
り
ま
し
た
。

　
先
生
が
巻
き
尺
で

測
っ
て
み
る
と
、
な

ん
と

１４
ｍ

３３
㎝
も
あ
り
、

み
ん
な
か
ら
歓
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　
そ
の
あ
と
み
ん
な
で
会
食
を
し
ま
し
た
。
サ

ラ
ダ
や
み
そ
汁
、
デ
ザ
ー
ト
に
サ
ツ
マ
イ
モ
の

茶
巾
絞
り
も
あ
り
、
と
て
も
お
い
し
く
て
、
み

ん
な
お
か
わ
り
を
し
て
い
ま
し
た
。

（
田
ノ
口
小
学
校
　

５
年
　

徳
広
　
翼
・
池
田
啓
人
）

モ
ン
ゴ
ル
の
字

き
ん
ち
ょ
う
し
た
解
放
祭
り

くろしお子どもニュースくろしお子どもニュースくろしお子どもニュースくろしお子どもニュースくろしお子どもニュース
町内小中学生が、身の回りのできごとなどをお伝えするコーナーです。

　
１
月

２７
日
、
砂

浜
美
術
館
の
西
村

さ
ん
が
来
て
、
モ

ン
ゴ
ル
と
の
交
流

を
し
ま
し
た
。
今

回
は
、
モ
ン
ゴ
ル

の
友
だ
ち
に
手
紙

を
書
く
内
容
で
し

た
。
ま
ず
、
モ
ン

ゴ
ル
語
を
教
え
て

も
ら
い
ま
し
た
。

ぼ
く
は
、
韓
国
語
み
た
い
な
感
じ
か
な
と
思
っ

た
け
ど
、
モ
ン
ゴ
ル
語
は
英
語
み
た
い
な
の
や
、

記
号
っ
ぽ
い
文
字
も
あ
っ
て
面
白
か
っ
た
で
す
。

　
モ
ン
ゴ
ル
語
が
わ
か
っ
た
と
こ
ろ
で
さ
っ
そ

く
手
紙
を
書
き
ま
し
た
。
自
分
が
好
き
な
言
葉

や
そ
の
意
味
を
す
べ
て
モ
ン
ゴ
ル
語
で
書
き
ま

す
。
ぼ
く
は
、「
自
由
」
と
い
う
言
葉
を
選
び
、絵

は
鳥
の
絵
を
描
き
ま
し
た
。
自
分
の
名
前
も
モ

ン
ゴ
ル
語
で
書
く
の
で
書
き
に
く
か
っ
た
け
ど
、

最
後
ま
で
ま
ち
が
わ
ず
に
書
け
て
よ
か
っ
た
で

す
。

　
こ
の
交
流
を
通
し
て
、
今
ま
で
見
た
こ
と
の

な
い
文
字
を
知
れ
て
よ
か
っ
た
し
、
モ
ン
ゴ
ル

の
友
だ
ち
に
も
、
こ
の
手
紙
と
最
後
に
と
っ
た

写
真
を
見
て
ぼ
く
た
ち
の
こ
と
を
思
い
出
し
て

ほ
し
い
で
す
。

（
南
郷
小
学
校
　
５
年
　
米
津
　
大
也
）

　
２
月

１４
日
に
佐
賀
小

学
校
の
体
育
館
で
、
佐

賀
っ
子
解
放
祭
り
が
あ

り
ま
し
た
。

　
ぼ
く
は
６
年
生
な
の

で
、
最
後
の
解
放
祭
り

で
し
た
。ぼ
く
た
ち
は
、

水
平
社
宣
言
と
現
代
の

結
婚
差
別
の
人
権
劇
を
し
ま
し
た
。
３
学
期
に

入
っ
て
自
分
た
ち
で
作
っ
た
台
本
を
覚
え
、
道

具
も
作
り
ま
し
た
。
練
習
で
は
、
声
や
手
ぶ
り

を
大
き
く
す
る
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
た
。

　
ぼ
く
は
、
水
平
社
を
作
っ
た
西
光
万
吉
さ
ん

の
仲
間
の
阪
本
清
一
郎
役
で
し
た
。
ぼ
く
は
当

日
き
ん
ち
ょ
う
し
て
い
ま
し
た
。
み
ん
な
か
ら

は
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
、
小
さ
な
声
で
セ
リ
フ

を
確
認
し
て
い
た
ら
ぼ
く
の
番
が
き
ま
し
た
。

最
初
は
ま
ち
が
わ
ず
に
言
え
た
け
ど
、
か
ん
で

し
ま
い
ま
し
た
。
で
も
、
み
ん
な
が
最
後
ま
で

聞
い
て
く
れ
て
い
た
の
で
、
安
心
し
ま
し
た
。

最
初
か
ら
き
ん
ち
ょ
う
し
て
い
た
け
ど
、
最
後

ま
で
長
い
セ
リ
フ
を
ま
ち
が
え
ず
に
言
う
こ
と

が
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
セ
リ
フ
の
中
で
「
差

別
を
し
て
い
る
人
が
い
る
か
ら
差
別
は
な
く
な

ら
な
い
」
と
い
う
言
葉
が
と
て
も
心
に
残
り
ま

し
た
。
劇
を
見
て
く
れ
た
人
に
も
差
別
は
い
け

な
い
と
い
う
こ
と
を
わ
か
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

（
佐
賀
小
学
校
　
６
年
　
宮
川
　
珠
李
）
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国保会計国保会計国保会計みんなでささえる

○お問い合わせ　【本　　庁】住民課 国保係　　　　　　　蕁43－2800（直通）
　　　　　　　　【佐賀支所】地域住民課 総合窓口第2係　蕁55－3111（直通）

～保険証の更新について～
　国民健康保険の有効期限は、4月1日から翌年の3月31日までの1年間となっています。
保険証の更新についてご説明します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
●新しい保険証はいつ届きますか？
　4月の受診に間に合うように、3月下旬に役場から発送します。
　万が一、4月になっても届かない場合は、「住民票の住所と郵便局に届けている住所が違
う」、「住民票の住所に住んでいない」などの理由が考えられますので、国保係までお問い
合わせください。
　後期高齢者医療保険に加入されている方は、保険
証の有効期限が国保とは異なります。8月が後期高
齢者医療保険の保険証の更新になっていますので、
お間違えのないようにお願いします。
　職場の健康保険などに加入されていて国保喪失の
届出がお済みでない方は、早急に届出をお願いします。

●どんな物が届きますか？
　保険証は、窓空きの長方形の封筒（ピンク色）で送付します。
　中に入っている台紙（23㎝×10㎝）に記入されているご自分の住所・氏名などを確認し、
抜き取り方のイラストを参考にして各自で「保険証」を切り離してご使用ください。
　平成26年度の保険証の色は、「一般」はむらさき色、「退職者医療（※）」はみどり色です。
　封筒の中には、保険証のほか「国保のしおり」など国保係からのお知らせが入っていま
すので、かならず目を通して大切に保管してください。
※退職者医療…老齢年金や退職年金などの支給を受けている方で、加入期間が20年以上、

または40歳以降に10年以上ある、65歳未満の方と被扶養者（65歳未満）
が対象。「一般」と「退職者医療」は、保険税の徴収方法や額に差はありま
せん。

●滞納がある場合の保険証は？
　滞納があり督促にも応じない場合は、通常の1年間使用できる保険証に代わって「短期
保険者証」や「資格証明書」が発行されます。
　短期保険者証は有効期限が短くなり、期限が切れるごとに役場での更新手続きが必要
になります。
　さらに滞納が重なると、これまでの保険証を返還してもらい資格証明書に切り替わり
ます。資格証明書で医療機関にかかると、医療費を全額自己負担（10割負担）しなければ
なりません。

3月下旬にお届けする新しい保険証
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介護保険サービスについて
介護保険広報シリーズ燿イド介護保険介護保険介護保険 ガ

　要介護認定申請をし、要支援1・2、要介護1～5の認定を受けた方は、ケアマネジャーと相
談し、ケアプラン（1カ月のサービス計画表）を作成してもらうことにより、在宅サービスを利
用することができます。（ケアプラン作成について利用者負担はありません。また、自己作成す
ることもできます。）地域密着型サービスや施設サービスの利用については、各施設へ相談して
ください。

※下記表の内容は要介護1～5（介護給付）のサービス内容を基本としています。要支援1・2の
方は、利用できない記載がない限り、介護予防を目的としたサービス内容となります。

※利用者負担は、原則としてサービス費用の1割です。

○要支援1・2の方が利用できるサービス（予防給付）

○要介護1～5の方が利用できるサービス（介護給付）

＜在宅サービス＞ ※ケアプランにもとづいてご利用ください。

サービスの種類 内　　　　　　　　　容

通所リハビリテーション
（デイケア）

通
所
し
て
利
用

訪問入浴介護
ホームヘルパーと看護師が移動入浴車で居宅を訪問し、入浴介
助を行います。

居宅療養管理指導
医師・歯科医師・薬剤師・管理栄養士などが居宅を訪問し、療養
上の管理や指導を行います。

訪
問
を
受
け
て
利
用

老人保健施設や医療機関などで、食事・入浴などの日常生活
上の支援や生活行為向上のためのリハビリテーションを受け
られます。（日帰り）

通所介護
（デイサービス）

通所介護施設で、食事・入浴などの日常生活上の支
援や、生活行為向上のための支援を受けられます。（日
帰り）

訪問リハビリテーション
居宅での生活行為を向上させるために、理学療
法士や作業療法士、言語聴覚士が訪問し、リハ
ビリテーションを行います。

訪問看護
疾患などを抱えている方について、看護師が居
宅を訪問し、療養上の世話や診療の補助を行い
ます。

訪問介護
（ホームヘルプ）

ホームヘルパーが居宅を訪問し、入浴・排せつ・食事などの身
体介護や、調理・洗濯などの生活援助を行います。
通院などを目的とした、乗降介助も利用できます。
※通院乗降介助は要支援1・2の方は利用できま

せん。
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福祉用具貸与

短期入所生活介護
／療養介護

（ショートステイ）

介護老人福祉施設や医療施設に短期入所して、日常生活
上の支援や機能訓練などが受けられます。

住宅改修費支給

手すりの取り付けや段差解消などの住宅改修をした
際、20万円を上限に費用を支給します。
※事前申請が必要です。

居
宅
で
の
暮
ら
し
を
支
え
る

＜在宅サービス＞

短
期
間
入
所

在
宅
に
近

い
暮
ら
し

介護保険料は大切な財源です。納付期限までにお納めを　～安心で便利な口座振替を！～

【お問い合わせ】本庁　健康福祉課　介護保険係　蕁43－2116（直通）

サービスの種類 内　　　　　　　　　容

特定福祉用具販売
（福祉用具購入費支給）

入浴や排せつなどに使用する福祉用具を販売し、年間10万円を上
限にその購入費を支給します。
※指定事業者以外（ホームセンターなど）での購入は、支給対象と

はなりませんので、事前にご相談ください。

特定施設入居者生活介護
ケアハウス・有料老人ホームなどに入居している方に、日常生活
上の支援や介護を提供します。

認知症対応型共同生活
介護（グループホーム）

認知症の方が、共同生活をしながら、食事・入浴・
排せつなどの日常生活の支援や訓練が受けられます。
※要支援1の方は利用できません。

＜地域密着型サービス＞

サービスの種類 内　　　　　　　　　容
地
元
で
の
暮
ら
し

小規模多機能型居宅介護
「通い」を中心に「訪問」や「泊まり」を組み合わせ、本人の心
身の状況や希望に応じたサービスを受けられます。

※原則として他市町村の事業所は利用できません。

＜施設サービス＞

サービスの種類 内　　　　　　　　　容

施
設
に
入
所

介護老人福祉施設
（特別養護老人ホーム）

常時介護が必要で居宅での生活が困難な方が、日常生活上の支援や
介護を受けられます。

介護老人保健施設
（老人保健施設）

状態が安定している方が、在宅復帰できるよう、リハビリ
テーションを中心としたケアを受けられます。

介護療養型医療施設
（療養病床など）

急性期の治療を終え、長期の療養を必要とする方が、医
療施設で療養上の管理や介護を受けられます。

※要支援1・2の方は利用できません。

日常生活の自立を助けるための福祉用具を貸与します。
※要支援1・2、要介護1の方には、その身体の状

態から必要であると想定しにくい用具（車いすなど）
は、原則として保険給付の対象外です。
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備
え
て
安
心

備
え
て
安
心

備
え
て
安
心
93

〜
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
あ
ら
ゆ
る
災
害
へ
の
備
え
〜

〜
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
あ
ら
ゆ
る
災
害
へ
の
備
え
〜

○
こ
の
シ
リ
ー
ズ
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
 

【
本
庁
】
情
報
防
災
課 

消
防
防
災
係
　
蕁
4
3
―
2
1
8
8（
直
通
）　
【
佐
賀
支
所
】
地
域
住
民
課 

総
合
窓
口
第
１
係
 
蕁
5
5
―
3
1
1
3（
直
通
）

▼
消
防
団
の
活
動
っ
て
？

　
消
防
団
は
、
消
防
本
部
や
消
防
署
と

同
じ
く
、
消
防
組
織
法
に
基
づ
き
、
そ

れ
ぞ
れ
の
市
町
村
に
設
置
さ
れ
る
消
防

機
関
で
す
。

　
消
防
団
の
活
動
は
消
火
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
地
域
に
お
け
る
消
防
災
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
平
常
時
・
非
常
時

を
問
わ
ず
そ
の
地
域
に
密
着
し
、
住
民

の
安
心
と
安
全
を
守
る
と
い
う
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
近
年
は
、
女
性
の
消
防
団
へ

の
参
加
も
増
加
し
て
お
り
、
特
に
一
人

暮
ら
し
高
齢
者
宅
へ
の
防
火
訪
問
や
、

応
急
手
当
の
普
及
指
導
な
ど
に
お
い
て

活
躍
し
て
い
ま
す
。

▼
消
防
団
の
位
置
づ
け

　
火
災
や
大
規
模
災
害
発
生
時
に
自
宅

や
職
場
か
ら
現
場
へ
駆
け
つ
け
、
そ
の

地
域
で
の
経
験
を
活
か
し
た
消
火
活
動
・

救
助
活
動
を
行
う
、
非
常
勤
特
別
職
の

地
方
公
務
員
で
す
。

▼
消
防
団
に
入
る
に
は

　
黒
潮
町
に
は
、

１４
の
分
団
が
あ
り
ま

す
。
消
防
団
に
入
る
に
は
、
お
住
ま
い

の
地
域
を
管
轄
す
る
分
団
、
ま
た
は
黒

潮
町
役
場
情
報
防
災
課
消
防
防
災
係
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
一
般
社
団
法
人 

日
本
損
害
保
険
協

会
か
ら
、
黒
潮
町
に
小
型
ポ
ン
プ
付
軽

自
動
車
積
載
車
の
寄
贈
を
受
け
ま
し
た
。

　
同
協
会
で
は
、
社
会
貢
献
事
業
の
一

環
と
し
て
、
地
域
に
お
け
る
消
防
力
の

強
化
・
拡
充
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
１
９
５
２
年
か
ら
消
防
自
動
車
の

寄
贈
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
黒
潮
町
消
防
団
の
消
防
・

防
火
・
防
災
活
動
に
対
す
る
取
り
組
み

が
評
価
さ
れ
、
寄
贈
を
受
け
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
１
月

３０
日
に
寄
贈
式
が
行
わ
れ
、
同

協
会
四
国
支
部
 

鶴
巻
事
務
局
長
か
ら

町
長
に
目
録
と
レ
プ
リ
カ
キ
ー
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
消
防
車
は
、
機
動
性
に
優
れ
た

軽
デ
ッ
キ
バ
ン
タ
イ
プ
の
４
Ｗ
Ｄ
・
オ

ー
ト
マ
チ
ッ
ク
車
で
、
最
新
鋭
の
高
性

能
小
型
動
力
ポ
ン
プ
な
ど
の
装
備
が
搭

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
黒
潮
町
で
は
、
特
に
東
日
本
大
震
災

以
降
、
地
域
の
総
合
防
災
力
の
強
化
と

と
も
に
、
消
防
団
の
装
備
の
充
実
や
安

全
対
策
の
推
進
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
こ
の
消
防
車
は
、
消
防
団
入

野
分
団
に
配
備
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
、

さ
ら
な
る
地
域
防
災
力
の
向
上
が
期
待

で
き
ま
す
。

地
域
防
災
の
要

「
消
防
団
」
に
つ
い
て

軽
自
動
車
型
消
防
車
が

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
！

－自分たちで地域を守る－

消 防 団 員 募 集
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ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

　
退
職
後
に
厚
生
年
金
保
険
の
適
用
事

業
所
に
再
就
職
す
る
場
合
は
、
引
き
続

き
厚
生
年
金
保
険
に
加
入
し
ま
す
。

　
し
か
し
、
そ
れ
以
外
の

６０
歳
未
満
の

方
は
、
国
民
年
金
に
加
入
す
る
た
め
の

手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
退
職
し
た
方
に
扶
養
さ
れ
て

い
た

６０
歳
未
満
の
配
偶
者（
夫
・
妻
）に

つ
い
て
も
、
同
様
に
国
民
年
金
の
手
続

き
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　
こ
の
手
続
き
を
怠
る
と
、
年
金
額
が

減
る
場
合
や
、
年
金
そ
の
も
の
が
受
け

取
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

必
要
な
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者

　
と
な
る
場
合

　
６０
歳
未
満
で
、
自
営
業
者
お
よ
び
そ

の
配
偶
者
な
ど（
厚
生
年
金
保
険
や
共

済
年
金
に
加
入
す
る
方
や
そ
の
被
扶
養

配
偶
者
以
外
の
方
）と
な
る
場
合
に
は
、

国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
に
な
り

ま
す
。

　
こ
の
場
合
に
は
、
役
場
ま
た
は
幡
多

年
金
事
務
所
の
窓
口
で
の
手
続
き
が
必

要
で
す
。
年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金

番
号
通
知
書
を
添
付
し
て
、「
国
民
年

金
第
１
号
被
保
険
者
資
格
取
得
届
」
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
期
限
は
退

職
日
の
翌
日
か
ら

１４
日
以
内
で
、
本
人

ま
た
は
世
帯
主
が
提
出
し
ま
す
。

　
第
１
号
被
保
険
者
の
平
成

２６
年
度
の

保
険
料
は
月
額
１
万
５
２
５
０
円
で
す
。

　
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め

一
定
期
間
分
を
一
括
し
て
納
付
す
る
と

割
引
に
な
る
前
納
制
度
や
、
口
座
振
替

で
納
付
す
る
と
割
引
に
な
る
早
割
制
度

が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と

き
は
、
免
除
制
度
も
あ
り
ま
す
。

◆
国
民
年
金
の
第
３
号
被
保
険
者

　
と
な
る
場
合

　
厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合
な
ど
に

加
入
し
て
い
る
被
保
険
者（

６５
歳
以
上

７０
歳
未
満
で
、
老
齢
ま
た
は
退
職
を
理

由
と
す
る
年
金
の
受
給
権
を
有
す
る
方

は
除
く
）に
扶
養
さ
れ
て
い
る

２０
歳
以

上
６０
歳
未
満
の
配
偶
者
は
、
国
民
年
金

の
第
３
号
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
場
合
は
、
配
偶
者
の
勤
務
し
て

い
る
事
業
所
か
ら
年
金
事
務
所
に
届
出

を
し
ま
す
。

　
保
険
料
は
、
配
偶
者
が
加
入
し
て
い

る
厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合
な
ど
か

ら
拠
出
さ
れ
ま
す
の
で
、
個
別
に
負
担

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
国
民
年
金
の
任
意
加
入
被
保
険
者

　
と
な
る
場
合

　
６０
歳
以
上

６５
歳
未
満
で
、
老
齢
給
付

の
受
給
資
格
期
間
が
不
足
し
て
い
る
か
、

満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な

い
場
合
に
は
、
国
民
年
金
の
任
意
加
入

被
保
険
者
と
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、

６５
歳
以
上

７０
歳
未
満
で
、
老

齢
給
付
の
受
給
資
格
期
間
が
不
足
し
て

い
る
場
合
に
も
、
任
意
加
入
被
保
険
者

（
特
例
任
意
加
入
被
保
険
者
）と
な
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
任
意
加
入
の
手
続
き
は
、
年
金
手
帳

ま
た
は
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
を
添
付

し
て
、
役
場
ま
た
は
幡
多
年
金
事
務
所

の
窓
口
で
行
い
ま
す
。

　
保
険
料
は
、
国
民
年
金
の
第
１
号
被

保
険
者
と
同
じ
で
す
が
、
免
除
制
度
は

あ
り
ま
せ
ん
。
納
付
方
法
は
、
原
則
と

し
て
口
座
振
替
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、

６５
歳
以
上
の
特
例
任
意
加
入

被
保
険
者
は
、
付
加
保
険
料
の
納
付
は

で
き
ま
せ
ん
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
黒
潮
町
役
場

　
本
庁 

住
民
課 

住
基
戸
籍
係

　
　
蕁
４
３
―
２
８
０
０（
直
通
）

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課

　
総
合
窓
口
第
２
係

蕁
５
５
―
３
７
０
１（
直
通
）

　
日
本
年
金
機
構 

幡
多
年
金
事
務
所

蕁
３
４
―
１
６
１
６（
直
通
）

退
職
後
の
国
民
年
金
手
続
き

役場からのお知らせ役場からのお知らせ

新しい民生委員・児童委員さんが
決まりました　

【お問い合わせ】
本庁 健康福祉課 福祉係　蕁43－2116（直通）

�（任期：平成28年11月30日まで）

受持区域 氏　　名 性別 電　　話

小黒ノ川・中ノ川 鴨原　秀夫 男 蕁55－7349

馬地・下分 前田　章子 女 蕁55－2248

馬荷・大方橘川 川村　　渡 男 蕁43－2622
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平
成

２６
年
度
税
制
改
正
に
よ
り
、
平

成
２５
年
度
中
に
被
災
代
替
自
動
車
と
し

て
取
得
さ
れ
た
軽
自
動
車
に
つ
い
て
、

次
表
の
と
お
り
軽
自
動
車
税
が
非
課
税

と
な
り
ま
す
。

　
該
当
す
る
軽
自
動
車
を
取
得
さ
れ
た

方
は
申
請
が
必
要
で
す
。

　
詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

税
務
課 

住
民
税
係

蕁
４
３
―
２
８
１
６（
直
通
）

 
固
定
資
産
税
の
納
税
者
の
方
は
、
固

定
資
産
縦
覧
帳
簿
を
縦
覧
し
、
自
己
の

土
地
・
家
屋
の
価
格
（
評
価
額
）
に
つ

い
て
、
町
内
の
他
の
土
地
・
家
屋
と
比

較
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
固
定
資
産
縦
覧
帳
簿
に
記
載
さ
れ
て

い
る
内
容

【
土
地
に
つ
い
て
】

住
所
・
地
番
・
地
目
・
地
積
・
評
価

額
（
所
有
者
の
記
載
は
な
し
）

【
家
屋
に
つ
い
て
】

住
所
・
家
屋
番
号
・
種
類
・
構
造
・

床
面
積
・
評
価
額
・
構
築
年

（
所
有
者
の
記
載
は
な
し
）

◆
縦
覧
の
目
的

　
他
の
土
地
や
家
屋
の
評
価
額
と
比
較

し
て
、
評
価
額
が
適
正
で
あ
る
か
ど
う

か
の
確
認
を
行
う
。

◆
縦
覧
の
対
象
者

　
町
内
に
所
在
す
る
土
地
お
よ
び
家
屋

の
納
税
者
（
代
理
人
を
含
む
）

◆
縦
覧
の
時
に
必
要
な
も
の

・
納
税
者
本
人
／
印
鑑

・
代
理
人
／
代
理
人
の
印
鑑
と
委
任
状

ま
た
は
依
頼
者
の
印
鑑

◆
縦
覧
の
期
間

　
４
月
１
日（
火
）〜
６
月
２
日（
月
）

※
土
・
日
・
祝
日
は
縦
覧
で
き
ま
せ
ん
。

◆
閲
覧
の
対
象
者

・
納
税
者
本
人

・
借
地
人
、
借
家
人
、
そ
の
他
収
益
の

権
利
な
ど
を
有
す
る
方
（
契
約
書
な

ど
権
利
関
係
を
示
す
書
面
が
必
要
で

す
）

◆
閲
覧
の
時
に
必
要
な
も
の

・
納
税
者
本
人
／
印
鑑

・
代
理
人
／
代
理
人
の
印
鑑
と
委
任
状

ま
た
は
依
頼
者
の
印
鑑

○
お
問
い
合
わ
せ
・
縦
覧
場
所

　
本
庁 

税
務
課

蕁
４
３
―
２
８
１
６（
直
通
）

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課

蕁
５
５
―
３
１
１
３（
直
通
）

◆
家
畜
を
飼
育
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
へ

　
近
年
、
国
内
で
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
や
口
蹄
疫
が
相
次
い
で
発
生

し
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
家
畜
伝
染
病

予
防
法
が
改
正
さ
れ
、
家
畜
の
飼
育
状

況
を
よ
り
正
確
に
把
握
す
る
た
め
に
、

家
畜
を
飼
育
さ
れ
て
い
る
方
は
年
１
回
、

定
め
ら
れ
た
事
項
を
最
寄
り
の
家
畜
保

健
衛
生
所
に
報
告
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

・
次
の
家
畜
を
飼
育
さ
れ
て
い
る
方
は

報
告
が
必
要
で
す
。

　
牛
、
水
牛
、
鹿
、
馬
、
め
ん
羊
、
山

羊
、
豚
、
い
の
し
し
、
鶏
、
あ
ひ
る
、

う
ず
ら
、
き
じ
、
だ
ち
ょ
う
、
ほ
ろ

ほ
ろ
鳥
、
七
面
鳥

・
報
告
は
毎
年
１
回
、
２
月
１
日
現
在

の
飼
育
状
況
を
所
定
の
報
告
用
紙
に

記
入
の
う
え
、
４
月

１５
日
ま
で
に
家

畜
保
健
衛
生
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

・
報
告
用
紙
は
家
畜
保
健
衛
生
所
ま
た

は
黒
潮
町
役
場
本
庁
農
業
振
興
課
に

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
高
知
県
畜
産
振

興
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
り
出

せ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
西
部
家
畜
保
健
衛
生
所

　
　
蕁
３
７
―
２
１
４
８（
直
通
）

　
黒
潮
町
役
場 

本
庁 

農
業
振
興
課
 

　
農
業
振
興
係

蕁
４
３
―
１
８
８
８（
直
通
）

固
定
資
産
税
に
関
す
る
お
知
ら
せ

役場からのお知らせ役場からのお知らせ

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
軽
自
動
車

に
被
害
を
受
け
ら
れ
た
方
へ

家
畜
の
飼
育
状
況
に
つ
い
て

定
期
報
告
を
お
願
い
し
ま
す

評価額

被災代替車両として取得された年度
非課税と
なる年度

平成25年度（平成25年4月2日～
平成26年4月1日）

平成26年度

平成26年度（平成26年4月2日～
平成27年4月1日）

平成27年度

平成27年度（平成27年4月2日～
平成28年4月1日）

平成28年度

固
定
資
産
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

が
で
き
ま
す

同
時
に
課
税
台
帳
の
閲
覧

も
で
き
ま
す
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役場からのお知らせ役場からのお知らせ

「
荷
稲
郵
便
局
」
と
「
上
川
口
郵
便
局
」
で

住
民
票
・
印
鑑
証
明
・
戸
籍
を
交
付
し
て
い
ま
す

住
所
異
動
の
届
は
お
済
み
で
す
か

　
春
は
引
っ
越
し
の
季
節
で
す
。

　
住
所
を
変
え
る
と
き
に
は
、
届
出
が

必
要
で
す
。
次
の
も
の
を
添
え
て
、
役

場
窓
口
で
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
れ
以
外
に
も
市
町
村
か
ら
発
行
を

受
け
て
い
る
証
書
な
ど
が
あ
れ
ば
、
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
届
出
に
は
届
出
人
の
認
印
と
、

運
転
免
許
証
や
健
康
保
険
証
な
ど
の
本

人
と
確
認
で
き
る
書
類
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
本
人
ま
た
は
本
人
と
同
一
世

帯
の
方
以
外
が
届
出
を
す
る
場
合
に
は
、

委
任
状
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

◆
転
出

　
黒
潮
町
か
ら
他
の
市
町
村
に
住
所
を

移
す
と
き
は
、
引
っ
越
し
す
る
ま
で
に

届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
届
出
に
必
要
な
も
の
】

・
転
出
予
定
日

・
転
出
先
の
住
所

※
次
の
も
の
を
お
持
ち
の
方
は
、
忘
れ

ず
に
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

・
印
鑑
登
録
証

・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

・
介
護
保
険
被
保
険
者
証

・
国
民
年
金
手
帳

・
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

◆
転
入

　
他
の
市
町
村
か
ら
黒
潮
町
に
住
所
を

移
す
と
き
は
、
住
み
始
め
て
か
ら

１４
日

以
内
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
届
出
に
必
要
な
も
の
】

・
前
住
所
地
の
市
役
所（
町
村
役
場
）が

発
行
し
た
転
出
証
明
書

※
次
の
も
の
を
お
持
ち
の
方
は
、
忘
れ

ず
に
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

・
国
民
年
金
手
帳

・
介
護
保
険
受
給
資
格
証
明
書

・
障
害
者
手
帳

・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

◆
転
居

　
町
内
で
住
所
を
移
す
と
き
は
、
引
っ

越
し
を
し
て
か
ら

１４
日
以
内
に
届
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。

※
次
の
も
の
を
お
持
ち
の
方
は
、
忘
れ

ず
に
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

・
国
民
年
金
手
帳

・
介
護
保
険
被
保
険
者
証

・
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

・
障
害
者
手
帳

・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

 　
黒
潮
町
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
利

便
性
向
上
を
目
的
と
し
て
、「
荷
稲
郵

便
局
」
と
「
上
川
口
郵
便
局
」
で
住
民

票
の
写
し
・
印
鑑
登
録
証
明
書
・
戸
籍

謄
抄
本
の
受
け
取
り
が
で
き
る
サ
ー
ビ

ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
交
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

左
記
の
条
件
を
確
認
の
う
え
、
荷
稲
郵

便
局
ま
た
は
上
川
口
郵
便
局
で
交
付
請

求
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
の
取
り
扱
い

時
間
は
平
日
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
４

時
ま
で
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

○
こ
の
ペ
ー
ジ
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
【
本
庁
】
住
民
課 

住
基
戸
籍
係
　
蕁
4
3
―
2
8
0
0（
直
通
）
【
佐
賀
支
所
】
地
域
住
民
課 

総
合
窓
口
第
２
係
　
蕁
5
5
―
3
7
0
1（
直
通
）

▼住民票の写しの交付
・黒潮町に住民票がある方で請求者本人または本人と同一の世帯

員の方に限り交付できます。
・交付請求の際には本人確認が必要です。運転免許証や健康保険

証などの本人と確認できる書類と印鑑（認印）をお持ちください。
・年金などの現況証明（記載事項証明）については、郵便局では交

付することができませんので、町役場の窓口で請求してください。

▼印鑑登録証明書の交付
・黒潮町で印鑑登録をしている請求者本人の印鑑登録証明書しか

交付できませんのでご注意ください。（町役場窓口では、本人分
に限らずご家族の方などについても印鑑登録証が確認できた場
合は、交付することができますが、郵便局では本人分に限られ
ます。）

・印鑑登録証と運転免許証などの本人と確認できる書類および印
鑑（認印）をお持ちください。

▼戸籍謄抄本の交付
・黒潮町が本籍地の請求者本人または本人と同一の戸籍に記載さ

れている方に限り交付できます。
・交付請求の際には本人確認が必要です。運転免許証や健康保険

証などの本人と確認できる書類と印鑑（認印）をお持ちください。
なお、戸籍謄抄本を交付する場合には、本人確認を行う書類とし
て、運転免許証やパスポートなどの顔写真付きのものは1つで
結構ですが、それ以外の健康保険証などは2つ以上提示していた
だく必要があります。詳しくは、役場担当者へお問い合わせく
ださい。
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役場からのお知らせ役場からのお知らせ

　
黒
潮
町
で
は
、
生
活
排
水
に
よ
る
公

共
用
水
域
の
水
質
汚
染
の
防
止
と
快
適

な
生
活
環
境
の
創
造
を
図
る
た
め
、
平

成
２６
年
度
中
に
合
併
浄
化
槽
を
設
置
し

よ
う
と
す
る
方
に
対
し
て
、
予
算
の
範

囲
内（
予
算
到
達
時
点
で
終
了
）で
補
助

金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
補
助
金
の
交
付
を
受
け
よ
う

と
す
る
方
は
、
あ
ら
か
じ
め
補
助
金
交

付
申
請
を
行
い
、
そ
の
内
容
審
査
を
受

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◆
受
付
開
始
日
　
４
月
１
日（
火
）

◆
補
助
金
額

・
５
人
槽
　
　
　
　

３３
万
２
０
０
０
円

・
６
〜
７
人
槽
　
　

４１
万
４
０
０
０
円

・
８
〜

１０
人
槽
　
　

５４
万
８
０
０
０
円

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

住
民
課 

衛
生
施
設
整
備
係

蕁
４
３
―
２
８
０
０（
直
通
）

 　
黒
潮
町
で
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
、

障
が
い
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
地
域
の

誰
も
が
利
用
で
き
る
場
所
と
し
て
「
あ

っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
事
業
」
を

展
開
し
て
お
り
、
平
成

２６
年
度
に
同
事

業
を
受
託
し
、
実
施
す
る
法
人
を
募
集

し
ま
す
。

◆
委
託
事
業

・
黒
潮
町
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

北
郷
事
業

・
黒
潮
町
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

よ
り
あ
い
事
業

◆
募
集
期
限

　
３
月

１７
日（
月
）午
後
５
時

１５
分

◆
応
募
資
格
　

　
町
内
に
拠
点
を
置
く
次
の
い
ず
れ
か

の
法
人

・
社
会
福
祉
法
人

・
特
定
非
営
利
活
動
法
人

◆
提
出
書
類

・
申
請
書

・
事
業
計
画
書

・
予
算
書（
案
）

◆
提
出
方
法

　
郵
送
ま
た
は
持
参

◆
審
査
日
・
審
査
方
法

　
３
月

２４
日（
月
）　
書
類
審
査
・
面
接

○
提
出
先
・
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

健
康
福
祉
課 

福
祉
係

　
　
蕁
４
３
―
２
１
１
６（
直
通
）

　
昨
年
５
月
か
ら
１
月
ま
で
、
合
計
５

日
、

２０
時
間
の
養
成
講
座
を
受
講
し
、

み
ご
と

１８
名
の
食
改
さ
ん
（
食
生
活
改

善
推
進
員
）
が
誕
生
。
町
長
よ
り
修
了

証
書
の
授
与
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
４
月
か
ら
は
、
正
式
に
登
録
さ
れ
、

地
域
の
食
生
活
の
改
善
の
推
進
に
活
躍

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 
健
康
福
祉
課 

保
健
衛
生
係

蕁
４
３
―
２
８
３
６（
直
通
）

食
改
さ
ん
養
成
講
座
修
了
式

認知症の人を抱える家族の座談会認知症の人を抱える家族の座談会認知症の人を抱える家族の座談会
　家族の座談会は、認知症の方を介護している家族が集まり、日々の介護の戸惑い、悩み、
喜びなど、互いの思いを分かち合う集いです。
　介護をしている方の思いや体験談などを語り合い、交流しませんか。
参加をお待ちしています。

日時　3月26日（水）午前10時～11時30分
場所　黒潮町保健福祉センター（本庁前）2階　健康研修室

○お問い合わせ・ご相談　地域包括支援センター  蕁43－2240（直通）

S
U

P

P
O R T  C E N

T
E

R

人
が 元 気

黒潮町地域包括
支援センター

合
併
浄
化
槽
設
置
補
助
金
の

交
付
申
請
に
つ
い
て

あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

事
業
受
託
事
業
者
の
募
集
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役場からのお知らせ役場からのお知らせ

黒潮町ケーブルテレビ

3月番組予定表
IWKTV加入についてのお問い合わせは

まで光ネットワークサービスセンター
営業時間  9：00～17：00（土・日・祝日・年末年始を除く）

0800－200－1373黒潮町議会・高知県議会の定例会を生中継！！黒潮町議会・高知県議会の定例会を生中継！！

ＩＷＫＴＶの放送時間・番組などに関するお問い合わせは　黒潮町役場 本庁 情報防災課 情報推進係 または ＩＷＫＴＶ制作室まで

【情報推進係】蕁43－2188 【IWKTV制作室】蕁43－0500

番　　組 放送時間
番組案内

ＩＷＫＮＥＷＳ

ふるさと散策

黒潮町版健康体操～ロコクロ体操～

行政チャンネル

防災チャンネル

えいちや！知っ得！くろしお町

耳をすまして

図書館どうでしょう

ザ☆黒潮人

お話玉手箱

くろしお☆チルドレン

サイエンスチャンネル

Kochi on TV!

片さんのFish!おふ

ショップチャンネル

番組内容の更新は、毎週水曜日の15：00です。

6：00　10：30　15：00　19：30

6：05　10：35　15：05　19：35

6：25　10：55　15：25　19：55

6：30　11：00　15：30　20：00

6：45　11：15　15：45　20：15

7：00　11：30　16：00　20：30

7：10　11：40　16：10　20：40

7：25　11：55　16：25　20：55

7：40　12：10　16：40　21：10

7：45　12：15　16：45　21：15

8：00　12：30　17：00　21：30

8：15　12：45　17：15　21：45

8：25　12：55　17：25　21：55

8：40　13：10　17：40　22：10

9：40　14：10　18：40　23：10

24：00～6：00

注）放送内容などは予告なく変更する場合があります。「電子番組表」で正確な内容が確認できます。（デジアナ放送を視聴の方以外）

特　別　番　組

◆黒潮町議会
平成26年3月第24回黒潮町議会定例会
放　送　日　7日貊、10日豺、14日貊、17日豺～19日貉
放送時間　9：00～議会終了まで
再　放　送　①生中継翌日19：00～議会終了まで
　　　　　②21日貊～26日貉19：00～議会終了まで

※14日貊は13：00からの放送となります。
※議会運営委員会の結果により、日程は変更となる

場合があります。

◆高知県議会
平成26年3月定例会
放　送　日　3日豺～6日貅、8日貍、20日貅
放送時間　10：00～議会終了まで

※7日貊、19日貉の高知県議会は、黒潮町議会と
日程が重なったため、翌日に放送します（録画放送）。

『図書館×光の切り絵＝夢じかん…に遊びに来てね！』『図書館×光の切り絵＝夢じかん…に遊びに来てね！』『図書館×光の切り絵＝夢じかん…に遊びに来てね！』『図書館×光の切り絵＝夢じかん…に遊びに来てね！』

「光の切り絵展（一画二驚・野外幻灯）」

図書館企画展

◆開催日　3月15日（土）・16日（日）
　光の切り絵作家：酒井敦美
　書家：北古味可葉

◆場所　大方あかつき館
　（レクチャーホール）10：00～21：00　一画二驚
　（芝生広場）　　　　18：30～21：00　野外幻灯

「書家・北古味可葉with光の切り絵」
◆場所　佐賀総合センター
　（2階大ホール）10：00～17：00
　書家・北古味可葉 with 光の切り絵
　工作＆お絵かきコーナーも同時開催

【お問い合わせ】NPOあかつき（大方あかつき館） 蕁43－2110

　おととし大方あかつき館で幻想的な世界を創り上げた光の切り絵作家・酒井敦美さんの作品
展が、町内2カ所で行われます。映し出された光と書は、観客も作品の一部になってしまう不
思議な空間を作り出します。2日間、2会場ともたっぷりとお楽しみください。入場無料。
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まちの掲示板まちの掲示板

開
催
日
　
３
月

１２
日（
水
）

場
所
　
中
村
小
動
物
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　（
四
万
十
市
古
津
賀
）

受
付
時
間
な
ど

◆
子
犬
を
譲
り
た
い
方

 
午
前
９
時

３０
分
〜

１０
時

◎
必
ず
事
前
に
、
幡
多
保
健
所
へ
連
絡

し
、
当
日
は
印
鑑
を
持
っ
て
き
て
く

だ
さ
い
。

◆
子
犬
を
飼
い
た
い
方

 
午
前

１０
時
〜

１０
時

１０
分

◎
当
日
は
、
必
ず
印
鑑
と
子
犬
を
入
れ

る
箱
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

◆
譲
渡
犬
の
決
定

 
午
前

１０
時

１０
分
〜

１０
時

２０
分

※
希
望
者
が
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な

り
ま
す
。

◆
子
犬
の
飼
養
前
講
習
会

 
午
前

１０
時

２０
分
〜

１１
時

◆
子
犬
の
譲
り
渡
し

 
午
前

１１
時
〜

※
譲
渡
で
き
る
子
犬
が
い
な
い
場
合
は
、

中
止
に
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
　
幡
多
保
健
所

蕁
３
４
―
５
１
１
９（
直
通
）

　
２
月
３
日
か
ら
、
夜
間
初
期
急
病
対

応（
内
科
）『
四
万
十
市
急
患
セ
ン
タ
ー
』

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
休
日
や
夜
間
に
お
い
て
、
軽
症
の
患

者
さ
ん
に
よ
る
救
急
病
院
へ
の
受
診
が

増
加
し
て
お
り
、
急
を
要
す
る
重
症
の

患
者
さ
ん
の
治
療
に
支
障
を
き
た
し
か

ね
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
平
日
夜
間
の
急
病
に
対

す
る
初
期
診
療（
応
急
治
療
）を
行
う
た

め
、
幡
多
医
師
会
の
協
力
の
も
と
『
四

万
十
市
急
患
セ
ン
タ
ー
』
を
開
所
し
、

診
療
を
始
め
ま
し
た
。

　
夕
方
具
合
が
悪
く
な
り
、
ど
う
し
て

も
心
配
な
場
合
に
は
、
ま
ず
は
セ
ン
タ

ー
に
電
話
や
受
診
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
診
療
内
容

診
療
科
目
　
内
科（
小
学
生
以
上
）

診
療
時
間
　
月
〜
金
曜
日（
祝
日
除
く
）

　
　
　
　
　
午
後
６
時
〜
９
時

診
療
医
師
　
幡
多
医
師
会
の
医
師
が
交

代
で
診
療

◆
ど
ん
な
時
に
受
診
し
た
ら
い
い
？

　
発
熱
や
腹
痛
な
ど
の
症
状
が
み
ら
れ
、

「
救
急
車
を
呼
ぶ
ほ
ど
で
は
な
い
け
ど

心
配
…
」
と
い
っ
た
場
合
に
ま
ず
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

　
医
師
の
診
療
の
結
果
、
軽
症
で
あ
れ

ば
セ
ン
タ
ー
で
対
処
し
、
入
院
が
必
要

な
場
合
な
ど
は
救
急
病
院
（
幡
多
け
ん

み
ん
病
院
な
ど
）
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
電
話
で
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
！

　
「
も
う
少
し
様
子
を
み
て
も
い
い
だ

ろ
う
か
、
受
診
し
た
ら
い
い
だ
ろ
う
か

…
」
と
心
配
し
て
い
る
場
合
は
電
話
し

て
く
だ
さ
い
。

　
医
師
や
看
護
師
が
現
在
の
状
態
を
聞

か
せ
て
も
ら
い
、
自
宅
で
様
子
を
み
て

も
よ
い
場
合
は
そ
の
対
処
方
法
を
お
伝

え
し
ま
す
。
一
度
診
察
が
必
要
と
思
わ

れ
る
場
合
は
、
受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
　
夜
間
初
期
急
病
対
応（
内
科
）

　
　
『
四
万
十
市
急
患
セ
ン
タ
ー
』

　
　（
四
万
十
市
立
市
民
病
院
西
棟
）

蕁
３
４
―
２
３
９
９

　
「
一
人
暮
ら
し
の
た
め
、
将
来
が
不

安
」「
障
が
い
を
持
っ
て
い
る
子
ど
も

の
将
来
が
心
配
」「
認
知
症
の
母
親
が

悪
質
商
法
に
か
か
ら
な
い
か
心
配
」「
親

の
た
め
に
使
お
う
と
思
う
け
ど
、
親
名

義
の
預
貯
金
が
お
ろ
せ
な
い
」
な
ど
の

不
安
に
行
政
書
士
が
お
答
え
し
ま
す
。

そ
の
他
の
ご
相
談
も
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

日
時
　
３
月
９
日（
日
）

　
　
　
午
前

１０
時
〜
午
後
２
時

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

１
階
　

健
康
づ
く
り
推
進
室
（
役
場
本
庁
前
）

内
容
　
個
別
相
談
（
予
約
不
要
）

一
般
社
団
法
人
コ
ス
モ
ス
成
年
後

見
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
高
知
県
支

部
（
コ
ス
モ
ス
高
知
）

蕁
０
８
８
―
８
０
２
―
２
３
４
３

　
高
知
県
宅
建
協
会
で
は
、
不
動
産
や

住
ま
い
に
関
す
る
問
題
な
ど
に
つ
い
て

当
会
の
専
門
の
相
談
員
が
お
答
え
す
る

無
料
相
談
を
、
毎
週
火
・
金
曜
日
に
開

催
し
て
い
ま
す
。

　
３
月
に
は
、
幡
多
地
域
の
方
を
対
象

と
し
た
地
区
巡
回
相
談
を
四
万
十
市
で

行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

日
時
　
３
月

１２
日（
水
）

　
　
　
午
後
１
時
〜
４
時

場
所
　
四
万
十
市
立
中
央
公
民
館

 

　
１
階 

小
会
議
室
Ⅰ

公
益
社
団
法
人
高
知
県
宅
地
建
物

取
引
業
協
会

蕁
０
８
８
―
８
２
３
―
２
０
０
１

お
知
ら
せ

子
犬
の
譲
渡
会

不
動
産
に
関
す
る
無
料
相
談

相
　

談

問

問

問問

平
日
夜
間
の
受
診
・
相
談
は

『
四
万
十
市
急
患
セ
ン
タ
ー
』へ

成
年
後
見
制
度
　
遺
言
・
相
続

無
料
相
談
会

ニ
イ
サ
ン
キ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
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高
南
観
光
自
動

車
で
は
、
路
線
バ
ス

の
乗
務
員
（
契
約
社

員
）
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
左

記
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

職
種
　
路
線
バ
ス
乗
務
員

資
格
　
大
型
２
種
免
許
 

（
資
格
が
な
い
方
は
相
談
に
応
じ
ま
す
）

人
数
　
若
干
名

勤
務
期
間
　

１
年
間
（
３
カ
月
の
見
習
い
期
間
含
む
）

更
新
の
可
能
性
あ
り

就
業
時
間
　

午
前
６
時
〜
午
後
６
時

３５
分
、
午
前
６

時
４５
分
〜
午
後
７
時

２５
分
、
な
ど

休
日
　
月
５
日
程
度

保
険
　
雇
用
保
険
、
健
康
保
険
、

 
 
 

厚
生
年
金

給
料
　
日
当
８
０
０
０
円
 

 
 
 （

練
習
期
間
６
０
０
０
円
）

 
 

高
南
観
光
自
動
車
（
担
当
・
林
）

　
　
蕁
０
８
８
０
―
２
２
―
１
１
３
１

　
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
）
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
平

成
２６
年
度
春
募
集
を
行
い
ま
す
。

　
発
展
途
上
国
で
現
地
の
人
々
と
共
同

し
な
が
ら
、
人
づ
く
り
、
国
づ
く
り
に

協
力
し
ま
す
。
あ
な
た
の
技
術
・
経
験

を
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

◆
募
集
期
間

４
月
１
日（
火
）〜
５
月

１２
日（
月
）

◆
応
募
資
格

①
青
年
海
外
協
力
隊

平
成

２６
年
５
月

１２
日
時
点
で
満

２０
〜

３９
歳
の
日
本
国
籍
を
持
つ
方
。

②
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

平
成

２６
年
５
月

１２
日
時
点
で
満

４０
〜

６９
歳
の
日
本
国
籍
を
持
つ
方
。

◆
応
募
書
類
配
布
場
所

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
四
国
、
県
国
際
交
流
協
会

◆
シ
ネ
マ
＆
体
験
談
＆
応
募
相
談

日
時
　
３
月

２３
日（
日
）

　
　
　
午
後
１
時

３０
分
〜
４
時

３０
分

場
所
　
四
万
十
市
立
中
央
公
民
館

映
画
 「

モ
ン
ゴ
ル
野
球
青
年
期
」

◆
シ
ネ
マ
＆
体
験
談
＆
説
明
会

日
時
　
４
月

１２
日（
土
）

　
　
　
午
後
１
時

３０
分
〜
５
時

場
所
　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
高
知 

２
階

　
　
　
イ
オ
ン
ホ
ー
ル

映
画
 「

ス
タ
ン
リ
ー
の
お
弁
当
箱
」

　
　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
四
国

蕁
０
８
７
―
８
２
１
―
８
８
２
４

　
人
事
院
で
は
、
平
成

２６
年
度
国
家
公

務
員
採
用
試
験
の
申
し
込
み
を
４
月
か

ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
受
け
付
け
ま
す
。

試
験
に
よ
り
、
申
込
受
付
期
間
や
試
験

日
が
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
人
事
院

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
国
家
公
務
員
試
験

採
用
情
報
ナ
ビ
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

試
験
名
　
※
試
験
日
順

【
大
学
以
上
卒
業
程
度
】

総
合
職
試
験
・
航
空
管
制
官
・
法
務
省
専

門
職
員（
人
間
科
学
）・
国
税
専
門
官
・
財

務
専
門
官
・
労
働
基
準
監
督
官
・
皇
宮
護

衛
官
・
食
品
衛
生
監
視
員
・一
般
職
試
験

【
高
等
学
校
卒
業
程
度
】

海
上
保
安
学
校
学
生（
特
別
）・一
般
職
試

験
・
税
務
職
員
・
刑
務
官
・
海
上
保
安
学

校
学
生
・
皇
宮
護
衛
官
・
入
国
警
備
官
・

航
空
保
安
大
学
校
学
生
・
海
上
保
安
大

学
校
学
生
・
気
象
大
学
校
学
生

　
　
人
事
院
四
国
事
務
局

蕁
０
８
７
―
８
３
１
―
４
７
６
５

　
　
　http://w

w
w

.jinji.go.jp/

問

募
　

集

世
界
も
自
分
も
変
え
る
シ
ゴ
ト

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
！

路
線
バ
ス
乗
務
員
を
募
集
し
ま
す

防衛省 平成26年度予備自衛官補募集
　予備自衛官補制度とは、主として自衛隊未経験者を予備
自衛官補として公募・採用し、所定の教育訓練を経た後、予
備自衛官として任用する制度です。
　予備自衛官は普段社会人として仕事をしながら、年間5日
間（連続5日間の訓練が基本）の訓練を受け、必要があると
認める場合には招集命令により出頭し、自衛官となり活動し
ます。

【一般公募】日本国籍を有し、平成26年7月1
日現在18歳以上34歳未満の方
【技能公募】日本国籍を有し、保有する技能・資
格に応じて平成26年7月1日現在53歳～55
歳未満の方（技能・資格などはお問い合わせく
ださい）

応募資格

○教育訓練招集手当（日額）：
　予備自衛官補7,900円（予備自衛官8,100円）
○教育訓練招集旅費：
　教育訓練出頭のための往復旅費が支給され

ます。
○予備自衛官手当（予備自衛官任用期間中支給）：

月額4,000円

手　　当

試　験　日 4月11日（金）～15日（火）※いずれか1日を指定

受付期限 4月2日（水）

　　自衛隊四万十地域事務所　蕁35－3096

一般公募は3年以内に50日間、技能公募は2
年以内に10日間の教育訓練終了後の翌日に、
陸上予備自衛官として任用します。

任　　用

問

HP

まちの掲示板まちの掲示板

問

問
平
成
２６
年
度
 

国
家
公
務
員
採
用
試
験
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まちの掲示板まちの掲示板

第
8
回
黒
潮
町
少
年
駅
伝
大
会

く
ろ
し
お
ス
ポ
ー
ツ
！

中
村
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

四
国
リ
ー
グ
昇
格
決
定
！

（
１
月

１１
日
／
佐
賀
中
学
校
ス
タ
ー
ト
・ゴ
ー
ル
）

　
黒
潮
町
子
ど
も
会
育
成
連
合
会
と
黒

潮
町
教
育
委
員
会
の
主
催
。
今
大
会
か

ら
、
佐
賀
中
学
校
を
ス
タ
ー
ト
し
、
黒

潮
一
番
地
を
周
回
す
る
６
区
間
７
・
７

㎞
の
新
コ
ー
ス
で
、
町
内
外
か
ら
男
子

の
部

２５
チ
ー
ム
、
女
子
の
部

１４
チ
ー
ム
、

オ
ー
プ
ン
参
加

６５
人
を
合
わ
せ
て
２
９

９
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
児
童
ら

は
練
習
し
て
き
た
成
果
を
存
分
に
発
揮

し
、
各
区
間
好
タ
イ
ム
で
の
接
戦
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
沿
道
に
は
早
朝
か

ら
保
護
者
や
近
所
の
方
が
陣
取
り
、
懸

命
に
走
る
選
手
に
熱
い
声
援
を
送
っ
て

い
ま
し
た
。

【
男
子
の
部
】

１
位
　
中
村
小
駅
伝
ク
ラ
ブ

２
位
　
具
同
小

３
位
　
佐
賀
小
男
子
Ａ

４
位
　
入
野
小
Ａ

５
位
　
東
山
小
学
校

６
位
　
中
村
南
小
学
校

【
女
子
の
部
】

１
位
　
東
山
小
学
校

２
位
　
中
村
南
小
学
校

３
位
　
中
村
小
駅
伝
ク
ラ
ブ

４
位
　
具
同
小

５
位
　
入
野
小
Ａ

６
位
　
佐
賀
小
女
子
Ａ

【
区
間
賞
・
男
子
】

▼
１
区
／
１
・
５
㎞

畠
中
颯
斗（
入
野
小
Ａ
）
　
５
分

１８
秒

▼
２
区
／
１
・
２５
㎞

岸
本
遼
太
郎（
中
村
小
駅
伝
ク
ラ
ブ
）
４
分

３３
秒

▼
３
区
／
１
・
１
㎞

谷
中
恒
太（
中
村
小
駅
伝
ク
ラ
ブ
）４
分

２６
秒

▼
４
区
／
１
・
２５
㎞

坂
井
祐
太（
中
村
小
駅
伝
ク
ラ
ブ
）４
分

４６
秒

▼
５
区
／
１
・
１
㎞

杉
本
昂
路（
北
ノ
川
ウ
ィ
ン
グ
ス
）４
分

３３
秒

▼
６
区
／
１
・
５
㎞

植
木
翔
悟（
東
山
小
学
校
）　
５
分

１９
秒

【
区
間
賞
・
女
子
】

▼
１
区
／
１
・
５
㎞

中
西
未
来（
中
村
南
小
学
校
）５
分

３３
秒

▼
２
区
／
１
・
２５
㎞
　
　

山
本
ゆ
い（
東
山
小
学
校
）　
４
分

３０
秒

▼
３
区
／
１
・
１
㎞

佐
田
ゆ
り
空（
東
山
小
学
校
）４
分

４１
秒

▼
４
区
／
１
・
２５
㎞

沖
村
優
心（
東
山
小
学
校
）　
４
分

２９
秒

▼
５
区
／
１
・
１
㎞

森
　
新
花（
東
山
小
学
校
）　
４
分

４３
秒

▼
６
区
／
１
・
５
㎞

宮
地
陽
菜（
中
村
南
小
学
校
）５
分

３４
秒

【
町
内
上
位
入
賞
者
】

▼
１
区
・
男
子

３
位
 

宮
地
蕗
威（
佐
賀
小
男
子
Ａ
）

５
分

２４
秒

▼
３
区
・
男
子

２
位
　
小
橋
ア
ユ
ム（
佐
賀
小
男
子
Ａ
）

４
分

２７
秒

▼
２
区
・
女
子

２
位
 

明
神
妃
音（
佐
賀
小
女
子
Ａ
）

４
分

５１
秒

▼
３
区
・
女
子

２
位
 

金
子
愛
那（
入
野
小
Ａ
）４

分
５４
秒

３
位
 

西
山
　
桜（
伊
与
喜
小
女
子
）

４
分

５９
秒

　
中
村
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
が
、
平

成
２５
年
の
四
国
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ッ
プ
で

優
勝
し
、
四
国
リ
ー
グ
へ
の
昇
格
が
決

ま
り
ま
し
た
。

　
同
ク
ラ
ブ
は
、
幡
多
郡
に
在
住
す
る

選
手
が
中
心
と
な
っ
た
社
会
人
チ
ー
ム

で
、
選
手
の
３
割
が
黒
潮
町
在
住
や
出

身
で
す
。
１
月

２２
日
、
柿
内
優
英
さ
ん

ら
３
人
が
黒
潮
町
長
を
表
敬
訪
問
。
土

佐
西
南
大
規
模
公
園（
大
方
地
区
）の
サ

ッ
カ
ー
場
を
ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し

て
、
４
月
か
ら
、
四
国
４
県
の
強
豪
７

チ
ー
ム
を
相
手
に
戦
う
こ
と
を
報
告
し

ま
し
た
。

　
選
手
ら
は
、「
厳
し
い
戦
い
に
な
る
が
、

幡
多
の
意
地
を
見
せ
た
い
」
と
意
気
込

ん
で
い
ま
し
た
。
 

（左から）中村フットボールクラブの本田次郎さん、
柿内優英さん、酒井孝尚さん。頑張ってください！
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まちの掲示板まちの掲示板

第
８
回
黒
潮
町
マ
ラ
ソ
ン
大
会

全
国
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
優
良
団
体

表
彰
受
賞

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
推
進
県
民
会
議
顕
彰

饌
田
丑
野
さ
ん
受
賞

（
２
月
２
日
／
土
佐
西
南
大
規
模
公
園

陸
上
競
技
場
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
）

　
絶
好
の
マ
ラ
ソ
ン
日
和
の
も
と
、
小

学
１
年
生
か
ら

７９
歳
ま
で
の
総
勢
２
１

６
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
爽
や
か
な
汗
を
流

し
ま
し
た
。

◆
小
学
１
・
２
年
生
の
部
／
１
・
５
㎞

【
男
子
】

①
小
松
剛
基（
６
分

０４
秒
）②
長
岡
颯
太

（
６
分

２４
秒
）③
林
優
成（
６
分

２５
秒
）

【
女
子
】

①
細
川
美
彩
輝（
６
分

４０
秒
）②
西
山
桜

（
６
分

５４
秒
）③
多
和
凛
空（
７
分

０１
秒
）

◆
小
学
３
・
４
年
生
の
部
／
２
・
０
㎞

【
男
子
】

①
岸
本
遼
太
郎（
７
分

３７
秒
）②
寺
西
敦

也（
７
分

４１
秒
）③
坂
井
祐
太（
７
分

４９
秒
）

【
女
子
】

①
有
澤
未
結（
８
分

０４
秒
）②
上
岡
彩
乃

（
８
分

０４
秒
）③
山
闢
一
葉（
８
分

１１
秒
）

◆
小
学
５
・
６
年
生
の
部
／
３
・
０
㎞

【
男
子
】

①
桜
内
新
也（

１１
分

１５
秒
）②
林
優
利

（
１１
分

３８
秒
）③
岡
闢
翔
吏（

１１
分

３９
秒
）

【
女
子
】

①
宮
地
陽
菜（

１２
分

３８
秒
）②
森
田
千
尋

（
１２
分

４５
秒
）③
川
田
麻
鈴（

１２
分

４７
秒
）

◆
中
学
生
〜
３４
才
の
部
／
３
・
０
㎞

【
男
子
】

①
川
村
考
史（

１０
分

３４
秒
）②
亀
井
陸
 

（
１０
分

４３
秒
）③
大
原
敦（

１０
分

４５
秒
）

【
女
子
】

①
饌
口
菜
月（

１０
分

５９
秒
）②
野
島
萌
夏

（
１１
分

５１
秒
）③
池
田
愛
果（

１２
分

０３
秒
）

◆
３５
才
〜
５９
才
の
部
／
３
・
０
㎞

【
男
子
】

①
山
本
英
明（

１１
分

４０
秒
）②
野
村
則
男

（
１２
分

３２
秒
）③
藤
原
秀
樹（

１３
分

１７
秒
）

【
女
子
】

①
松
本
珠
女（

１３
分

５４
秒
）②
本
田
安
紀

子（
１５
分

２８
秒
）③
井
上
る
み
の（

１５
分

４３
秒
）

◆
６０
才
以
上
の
部
／
３
・
０
㎞

【
男
子
】

①
塩
田
充
幸（

１２
分

５２
秒
）②
吉
尾
正
市

（
１３
分

３４
秒
）③
饌
内
喜
代
太（

１４
分

３８
秒
）

【
女
子
】

①
笹
岡
克
代
子（

１６
分

３２
秒
）②
酒
井
澄

子（
２５
分

１２
秒
）

◆
中
学
生
〜
３４
才
の
部
／
６
・
０
㎞

【
男
子
】

①
都
築
宏
仁（

２４
分

３５
秒
）②
上
田
昌
洋

（
２７
分

１８
秒
）③
長
谷
直
哉（

２９
分

１１
秒
）

◆
３５
才
〜
５９
才
の
部
／
６
・
０
㎞

【
男
子
】

①
有
光
浩（

２０
分

４９
秒
）②
宇
都
宮
朋
彦

（
２４
分

１５
秒
）③
大
澤
軍
治（

２７
分

４２
秒
）

　
黒
潮
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
が
、

平
成

２５
年
度
全
国
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

優
良
団
体
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
同
委
員
会
は
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教

室
や
春
・
秋
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
主
催

し
、
町
内
の
駅
伝
大
会
や
マ
ラ
ソ
ン
大

会
な
ど
の
運
営
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
住
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
促
進
、
健

康
・
体
力
づ
く
り
の
啓
発
活
動
な
ど
、

黒
潮
町
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
多
大
な
貢

献
を
し
て
い
る
と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
小
橋
貞
夫
委
員
長
は
「
『
楽
し
く
な

け
れ
ば
ス
ポ
ー
ツ
で
は
な
い
』
を
合
言

葉
に
や
っ
て
き
た
。
賞
を
励
み
に
皆
が

楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
た
い
」

と
意
気
込
ん
で
い
ま
す
。

 　
佐
賀
い
き
い
き
民
踊
ク
ラ
ブ
代
表
の

饌
田
丑
野
さ
ん
が
、
平
成

２５
年
度
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
推
進
県
民
会
議
顕
彰
を
受
賞

し
ま
し
た
。
本
顕
彰
は
、
地
域
や
職
域

に
お
い
て
、
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
普
及
・
振
興
に

顕
著
な
成
果
を
挙
げ
た
個
人
お
よ
び
団

体
に
授
与
さ
れ
ま
す
。

�
饌
田
さ
ん
は
、
発
足
か
ら
約

２０
年
民

踊
ク
ラ
ブ
の
代
表
と
し
て
職
務
に
従
事
。

社
会
福
祉
施
設
や
集
会
所
か
ら
声
が
か

か
る
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
断
る
こ

と
な
く
引
き
受
け
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
食
改
さ
ん
」と
し
て
も
活
躍
。

健
康
に
深
く
関
わ
る
「
食
」
と
「
運
動
」

の
指
導
者
と
し
て
、
自
ら
が
手
本
と
な

り
、
そ
の
大
切
さ
を
地
域
に
訴
え
て
き

た
こ
と
な
ど
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
後
輩
か
ら
の
相
談
役
と
し

て
、
ご
自
分
の
豊
富
な
経
験
を
伝
え
る

こ
と
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

は
ま

だ

う
し

の
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月日（曜） 行　　　　事　　　　名 場　　　所 時　間 お問い合わせ

8（土） 第24回あかつき賞表彰式 大方あかつき館 14：30 生涯学習係� 蕁55－3190

黒潮一番館、佐賀漁港周辺 8：00 商工観光係� 蕁43－2113

14（金） 中学校卒業式 町内全中学校 午前中 学校教育係� 蕁55－3190

13（木） 第8回黒潮町スポーツ賞表彰式 大方あかつき館 19：00 生涯学習係� 蕁55－3190

ふるさとの民踊の夕べ ふるさと総合センター 13：00 大方民踊クラブ�蕁43－2394

21（金） 小学校卒業式 町内全小学校 午前中 学校教育係� 蕁55－3190

4／7（月） 小中学校入学式 町内全小中学校 午前・午後 学校教育係� 蕁55－3190

23（日） 朝ごはん料理教室 保健福祉センター 9：30 生涯学習係� 蕁55－3190

鹿島神社大祭

2（日）

9（日）

7（金） 心配ごと・困りごと、人権・行政相談所
有井川多目的研修集会所、
上川口浦集会所

10：00 人権啓発係� 蕁43－2800

26（水）
さが交流拠点施設 道の駅「なぶら土佐佐賀」
落成記念式典

道の駅「なぶら土佐佐賀」 9：20 まちづくり係� 蕁55－3700

3／1（土）
第2回四万十・足摺無限大チャレンジライド
（～2日）

四万十市、他
（黒潮町は2日）

1日 11：00
2日 07：30

商工観光係� 蕁43－2113

黒潮町イベントカレンダー 2014（平成26）年3月
変更となる場合がありますので、詳しくは担当係にお問い合わせください。

平成25年度
黒潮町駅伝大会兼四国のみち駅伝大会

土佐西南大規模公園
（佐賀）～同公園（大方） 9：00 生涯学習係� 蕁55－3190

第8回黒潮町ジュニアバスケットボール大会 土佐西南大規模公園体育館 9：00 生涯学習係� 蕁55－3190

15（土）
図書館×光の切り絵＝夢じかん…に遊びに

来てね！（～16日）

大方あかつき館
黒潮町総合センター 10：00 NPOあかつき�蕁43－2110

幡多・マーケット「海辺の日曜市」
土佐西南大規模公園
（大方）

9：00
まちづくりマーケットプロジェクト
� 蕁090－2786－3702

■当直医療機関一覧表
月 日 四万十市 宿　毛　市

3月

4月

16日（第3日曜日） 四万十市立市民病院 蕁34－2126 幡多けんみん病院 蕁0880－66－2222

21日（春分の日） 小原外科胃腸科 蕁35－0108 聖ヶ丘病院 蕁0880－63－2146

23日（第4日曜日） 大野内科 蕁37－5281 澤田医院 蕁0880－63－2304

30日（第5日曜日） 山下整形外科 蕁34－0511 田村内科クリニック 蕁0880－63－1668

06日（第1日曜日） 四万十市立市民病院 蕁34－2126 筒井病院 蕁0880－66－0013

13日（第2日曜日）

日時　3月15日（土）　開場12：00　開演13：00
場所　ふるさと総合センター

○お問い合わせ　大方民踊クラブ　蕁43－2394（小室）

竹本病院 蕁35－4151 奥谷整形外科 蕁0880－63－1202

※当直医は、変更になる場合がありますので、あらかじめ確認してから受診してください。

大方民踊クラブ発足50周年記念発表会
節つくり唄、新佐賀音頭、
よさこい節、しばてん踊り、
佐渡おけさなど、地域に
伝わる踊りを披露します。
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○お問い合わせ　本庁 まちづくり課 水道係　蕁43－2114（直通）

月

1

2

日
13～22
23～28
29
30
31
1
2
3
4～5
06～12

大 方 地 域 佐 賀 地 域
大方設備センター
中村住設大方営業所
前 田 電 工
吉 本 水 道
大方設備センター
中村住設大方営業所
前 田 電 工
吉 本 水 道
大方設備センター
中村住設大方営業所

野 村 企 画 設 備

平 野 住 設
クロシオライフラインサービス
野 村 企 画 設 備

平 野 住 設
クロシオライフラインサービス
野 村 企 画 設 備

山 本 建 設 ㈱
㈱ 土 居 建 設
㈲ 弘 瀬 建 設
山 本 建 設 ㈱
㈱ 土 居 建 設
㈲ 弘 瀬 建 設
山 本 建 設 ㈱
㈱ 土 居 建 設
㈲ 弘 瀬 建 設
山 本 建 設 ㈱

拳 ノ 川 住 設
谷 口 水 道

拳 ノ 川 住 設
谷 口 水 道

拳 ノ 川 住 設
谷 口 水 道

拳 ノ 川 住 設

〈水道給水工事指定店 当番一覧表〉

● 当番店の連絡先・所在地　　※当番日以外でも要請があった場合には対応します。
電話番号

店　　名 住　　所
事務所

店　　名
自　宅

大方設備センター
クロシオライフラインサービス
中村住設大方営業所
野 村 企 画 設 備
平 野 住 設
前 田 電 工

43－1420
43－3075
43－0211
43－4665
44－1513
43－1149

43－1483

43－2061

44－1117
43－1546

入野769
入野1769
出口372－2
田野浦1593
伊田2100
入野1574

吉 本 水 道
拳 ノ 川 住 設
谷 口 水 道
㈱ 土 居 建 設
㈲ 弘 瀬 建 設
山 本 建 設 ㈱

電話番号

事務所 自　宅

43－2024
55－7371
55－2316
55－2133
55－2121
55－3141

55－7114

55－2363

55－2076

住　　所

入野544－4
拳ノ川1781
佐賀2773
伊与喜43－5
佐賀1990
佐賀2988

月

3

4

日

10～16

17～23

24～30

31

1～6

7～13

14～20

大 方 地 域 佐 賀 地 域

前 田 電 工

吉 本 水 道

大方設備センター

中村住設大方営業所

中村住設大方営業所

前 田 電 工

吉 本 水 道

平 野 住 設

クロシオライフラインサービス

野 村 企 画 設 備

平 野 住 設

クロシオライフラインサービス

山 本 建 設 ㈱

㈱ 土 居 建 設

㈲ 弘 瀬 建 設

山 本 建 設 ㈱

山 本 建 設 ㈱

㈱ 土 居 建 設

㈲ 弘 瀬 建 設

拳 ノ 川 住 設

谷 口 水 道

拳 ノ 川 住 設

拳 ノ 川 住 設

谷 口 水 道

開
館
時
間

【
月
・
火
・
水
・
金
】
　

　
午
前
１０
時
〜
午
後
６
時

【
土
・
日
】

　
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

★
佐
賀
図
書
館
は
午
後
１
時
〜
２

時
ま
で
閉
館
。

★
木
曜
日
は
休
館
日
で
す
。

貸
出
冊
数
・
期
間

【
本
】

　
１
人
５
冊
・
２
週
間

【
雑
誌
】

　
１
人
３
冊
・
２
週
間

【
ビ
デ
オ
・
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
】

　
１
人
２
点
・
１
週
間

★
本
の
新
刊
は
１
週
間
で
す
。

★
返
却
期
限
を
お
守
り
く
だ
さ
い
。

返
却
期
限
を
過
ぎ
る
と
督
促
を

行
い
、
そ
の
後
貸
出
停
止
の
処

理
を
行
い
ま
す
。

★
借
り
た
本
や
ビ
デ
オ
な
ど
を
紛

失
や
破
損
し
た
場
合
は
、弁
償
し

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

返
却
す
る
と
き

・
佐
賀
・
大
方
ど
ち
ら
の
図
書
館

で
も
返
却
が
で
き
ま
す
。

・
休
館
日
に
返
却
す
る
時
は
各
図

書
館
に
あ
る
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
に

入
れ
て
く
だ
さ
い
。

・
ビ
デ
オ
・
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
開

館
時
の
受
付
窓
口
へ
返
却
し
て

く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
大
方
図
書
館

　
蕁
４
３
―
２
１
１
０（
直
通
）

　
佐
賀
図
書
館

蕁
５
５
―
３
１
５
０（
直
通
）

3月
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 1 2 3 1
2 3 4 5 6 7 8

4月
日 月 火 水 木 金 土
1 2 1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12

9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31 25 26 27 28 30

（
■
の
日
が
休
館
日
で
す
。
）

大
方
・
佐
賀
図
書
館

あたらしくはいった本紹介
●ジョン・マン　青雲編　　　　　　　　　　山本　一力／著
●ぼくは戦争が大きらい　　　　　　　　　　やなせたかし／著
●子どもをひとり暮らしさせる！親の本
●ベニシアの庭づくり　　　　　ベニシア・スタンリー・スミ／著
●やさしいお菓子　　　　　　　　　　　　　飯塚有紀子／著
●みんなを守るいのちの授業　　　　　　　　片田　敏孝／著
●ぼくらはいそはまたんていだん　　　　　　三輪　一雄／著
●武器より一冊の本をください　　　ヴィヴィアナ・マッツア／著　
●ぼくらのひみつけんきゅうじょ　　　　　　森　　洋子／著
●りんごかもしれない　　　　　　　　 ヨシタケシンスケ／著

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

http://akatsuki.town.kuroshio.lg.jp/akatsuki

　黒潮町の偉大な作家上林暁氏の業績を顕彰する
とともに、本町の教育文化の発展を願って、町内小
中学生の作文を対象に「あかつき賞」を贈呈します。

■日時　3月8日（土）午後2時30分～
■会場　大方あかつき館 １階レクチャーホール
■主催　上林暁顕彰会

※受賞者には後日ご連絡します。

「あかつき賞」表彰式「あかつき賞」表彰式「あかつき賞」表彰式

第
１５
回
 

企
画
展

『
光
っ
ち
ょ
る
ぜ
よ
！
 

ぼ
く
ら
』

〜
横
山
充
男
・
児
童
文
学
の
世
界
〜

【
期
間
】
３
月
１
日
〜
６
月
１
日

【
会
場
】
上
林
暁
文
学
館

幡多出身の児童文学作家・横山充男。
四万十川や中村を舞台に、少年たちの
成長物語を多く書いています。
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地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

　
今
年
度
も
多
く
の
方
々
に
、
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
１
年
間
の
子
ど
も
た
ち
の
成

長
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
た
く

さ
ん
の
方
に
、利
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

★
佐
賀
お
で
か
け
広
場

　
毎
週
火
・
金
曜
日

　
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

　
場
所
／
佐
賀
保
育
所
一
時
保
育
室

※
中
止
す
る
場
合
は
事
前
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

★
い
っ
し
ょ
に
遊
ぼ
う

　
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

・
６
日（
木
）誕
生
会

・
１３
日（
木
）園
庭
遊
び
　
　
　
　
　

・
２７
日（
木
）散
歩

　
場
所
／
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

★
合
同
親
子
遠
足

・
１８
日（
火
）
１０
時
現
地
集
合

　
雨
天
の
場
合
　
２０
日（
木
）

　
お
弁
当
は
自
由
で
す
。

　
場
所
／
土
佐
西
南
大
規
模
公
園

　
　
　
　
佐
賀
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
広
場

○
お
問
い
合
わ
せ

　
 

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
大
方
中
央
保
育
所
内
）

　
　
蕁
４
３
―
０
５
１
２（
直
通
）

3
月
の
予
定

第
9
回『
子
育
て
講
座
』

町
内
在
住
の
子
ど
も
た
ち
を
、
お
家
の
方
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
い
っ
し
ょ
に
紹
介
し
ま
す
。

【
写
真
募
集
中
！
】
子
ど
も
た
ち
の
成
長
の
記
念
に
写
真
を
掲
載
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

左
記
ま
で
写
真
（
デ
ジ
カ
メ
の
場
合
は
デ
ー
タ
）
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ
　
本
庁 

総
務
課 

企
画
振
興
係
　
蕁
４
３
―
２
１
７
７（
直
通
）

s
o
m

u
@

to
w

n
.ku

ro
s
h
io

.lg
.jp

田中　伶旺くん
〈平成22年12月9日生まれ〉

元気に大きく育ってね！
〈父・母より〉

おれ

秋田　栞那ちゃん
〈平成25年7月29日生まれ〉

優しい子になってね。
〈父ちゃん・母ちゃんより〉

なかん

萩森　奏海ちゃん
〈平成25年5月6日生まれ〉

お姉ちゃんとなかよく元気
いっぱい大きくなってくださ
い。〈父ちゃん・母ちゃんより〉

かなみ

井上　蒼介くん
〈平成25年9月19日生まれ〉

パパみたいに優しい子に
育ってね。　　　〈ママより〉

すけそう

塩田　晴花ちゃん
〈平成25年9月9日生まれ〉

お兄ちゃんとなかよく明
るく元気に大きくなってね。
〈父ちゃん・母ちゃんより〉

かはる

水野　寧彩ちゃん
〈平成25年9月8日生まれ〉

元気にすくすく育ってね。
〈お父さん・お母さんより〉

いろね

く
ろ
し
お
っ
子
を
紹
介
し
ま
す
！

く
ろ
し
お
っ
子
を
紹
介
し
ま
す
！

4月13日（日）は黒潮町長選挙の投票日です4月13日（日）は黒潮町長選挙の投票日です
投票時間　午前7時～午後6時（一部の投票所は午前7時～午後4時） ※告示日　4月8日（火）

○お問い合わせ　黒潮町選挙管理委員会　蕁43－2825（直通）

仕事や旅行などで投票日当日投票に行けな
い方は、期日前投票制度が利用できます。

【期日前投票】
◆期間　4月9日（水）～12日（土）
◆場所／時間　　　
　・保健福祉センター（本庁前）1階　健康づくり推進室／午前8時30分～午後8時
　・佐賀支所 1階 町民室／午前8時30分～午後6時




